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(57)【要約】
　本発明は、ユーザ端末機が準共存基準信号ポートを識
別する方法を提供する。前記方法はダウンリンク制御情
報を受信することを含み、上記ダウンリンク制御情報か
ら、上記ＵＥに割り当てられた復調基準信号ポートと準
共存するチャネル状態情報基準信号（ポートを識別する
ことを含み、前記方法は、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対
するラージスケール特に基づいて上記割り当てられたＤ
Ｍ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別する
ことを含むとともに、上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポ
ートと上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケ
ール特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周
波数同期化のうち少なくとも一つを実行することを含む
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ端末機（ＵＥ）が準共存基準信号ポート（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を識別する方法であって、
　ダウンリンク制御情報を受信するステップと、
　前記ダウンリンク制御情報から、前記ＵＥに割り当てられた復調基準信号（ｄｅｍｏｄ
ｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＤＭ－ＲＳ）ポートと準共存する
チャネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを識別するステップと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性（ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ　ｐｒ
ｏｐｅｒｔｉｅｓ）に基づいて、前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対するラージス
ケール特性を識別するステップと、
　前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージス
ケール特性を使用して、チャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも
一つを実行するステップとを含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存するＣＳＩ－ＲＳポートは、前記割り当
てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記
ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性から解析されることができることを
意味することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性に基づいて識別される、前記
割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性は、ドップラーシフト
（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）
と、平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ
）のうち少なくとも一つを含み、
　前記ダウンリンク制御情報は、上位階層シグナリングされるか又は動的にシグナリング
されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートが前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存することであ
ることを識別し、それに応じて、前記ＣＳＩ－ＲＳポートと関連するセルー特定基準信号
（ｃｅｌｌーｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＲＳ）ポートを
前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存すると識別するステップと、
　前記ＣＲＳ－ＲＳポートに対する周波数ラージスケール特性に基づいて前記割り当てら
れたＤＭ－ＲＳポート及びＣＳＩ－ＲＳポートに対する周波数ラージスケール特性を識別
するステップとを含むことを特徴とする請求項１に方法。
【請求項５】
　ネットワークエンティティ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｅｎｔｉｔｙ）が準共存基準信号ポート
（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を
指示する方法であって、
　ユーザ端末機（ＵＥ）に対するダウンリンク制御情報で前記ＵＥに割り当てられたＤＭ
－ＲＳポートと共存するチャネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートの指示
を提供して、前記ＵＥが、前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性（ｌａｒ
ｇｅ　ｓｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ）に基づいて前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポ
ートに対するラージスケール特性を識別し、前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートとＣＳ
Ｉ－ＲＳポートに対して識別されたラージスケール特性を使用して、チャネル推定と、時
間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行するようにするステップを含むこ
とを特徴とする方法。
【請求項６】
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　前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存するＣＳＩ－ＲＳポートは、前記割り当
てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記
ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性から解析されることができることを
意味することを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性に基づいて識別される、前記
割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性は、ドップラーシフト
シフト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅ
ａｄ）と、平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒ
ｅａｄ）のうち少なくとも一つを含み、
　前記ダウンリンク制御情報は上位階層シグナリングされるか又は動的にシグナリングさ
れることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ端末機（ＵＥ）における準共存基準信号ポート（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅ
ｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を識別する装置であって、
　ダウンリンク制御情報を受信する受信器と、
　前記ダウンリンク制御情報から、前記ＵＥに割り当てられた復調基準信号（ｄｅｍｏｄ
ｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＤＭ－ＲＳ）ポートと準共存する
チャネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを識別し、
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性（ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ　ｐｒ
ｏｐｅｒｔｉｅｓ）に基づいて前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対するラージスケ
ール特性を識別し、
　前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージス
ケール特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一
つを実行する制御器とを含むことを特徴とする装置。
【請求項９】
　前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存するＣＳＩ－ＲＳポートは、前記割り当
てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記
ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性から解析されることを意味すること
を特徴とする請求項８に装置。
【請求項１０】
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性に基づいて識別される前記割
り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性は、ドップラーシフトシ
フト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａ
ｄ）と、平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅ
ａｄ）のうち少なくとも一つを含み、
　前記ダウンリンク制御情報は、上位階層シグナリングされるか又は動的にシグナリング
されることを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御器は、
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートが前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存することであ
ることを識別し、それに応じて、前記ＣＳＩ－ＲＳポートと関連するセルー特定基準信号
（ｃｅｌｌーｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＲＳ）ポートを
前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存すると識別し、
　前記ＣＲＳ－ＲＳポートに対する周波数ラージスケール特性に基づいて前記割り当てら
れたＤＭ－ＲＳポート及びＣＳＩ－ＲＳポートに対する周波数ラージスケール特性を識別
することを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１２】
　ネットワークエンティティにおける準共存基準信号ポート（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａ
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ｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を指示する装置であって、
　ユーザ端末機（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）に対するダウンリンク制御情報
で前記ＵＥに割り当てられた復調基準信号（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎ
ｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＤＭ－ＲＳ）ポートと共存するチャネル状態情報基準信号（ｃｈａ
ｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：
ＣＳＩ－ＲＳ）ポートの指示を提供して、前記ＵＥが、前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する
ラージスケール特性（ｌａｒｇｅｓ　ｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ）に基づいて前記
割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別し、前記割り当てら
れたＤＭ－ＲＳポートとＣＳＩ－ＲＳポートに対して識別されたラージスケール特性を使
用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行するよ
うにする送信器を含むことを特徴とする装置。
【請求項１３】
　前記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存するＣＳＩ－ＲＳポートは、前記割り当
てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記
ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性から解析されることができることを
意味することを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性に基づいて識別される前記割
り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性は、ドップラーシフトシ
フト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａ
ｄ）と、平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅ
ａｄ）のうち少なくとも一つを含み、
　前記ダウンリンク制御情報は、上位階層シグナリングされるか又は動的にシグナリング
されることを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　ユーザ端末機（ＵＥ）が準共存基準信号ポート（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を識別する方法であって、
　ダウンリンク制御情報を受信するステップと、
　前記ダウンリンク制御情報から、前記ＵＥに対して構成されたチャネル状態情報基準信
号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉ
ｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートと準共存するセルー特定基準信号（ｃｅｌｌーｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＲＳ）ポートを識別するステップと、
　前記ＣＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて前記構成されたＣＳＩ－ＲＳ
ポートに対するラージスケール特性を識別するステップと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性を使用してチャネル推定と、
時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行するステップとを含むことを特
徴とする方法。
【請求項１６】
　前記ダウンリンク制御情報から、一つ又はそれ以上のＣＲＳポートと関連するセル識別
子を識別するステップと、
　前記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースと関連する一つ又はそれ以上のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートを識別するステップと、
　前記一つ又はそれ以上の識別されたＣＲＳポートは、前記一つ又はそれ以上の識別され
たＣＳＩ－ＲＳポートと準共存すると決定するステップとをさらに含むことを特徴とする
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートは、前記構成されたＣＳ
Ｉ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記ＣＲＳポー
トに対する前記ラージスケール特性から解析されることができることを意味することを特
徴とする請求項１５に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記ＣＳＩ－ＩＳ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性に基づいて識別される前記構
成されたＣＳＩ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性は、ドップラーシフトシフト（Ｄ
ｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）と、
平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）の
うち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　ネットワークエンティティ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｅｎｔｉｔｙ）が準共存基準信号ポート
（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を
指示する方法であって、
　ユーザ端末機（ＵＥ）に対するダウンリンク制御情報で前記ＵＥに対して構成されたチ
ャネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートと準共存するセルー特定基準信号
（ｃｅｌｌーｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＲＳ）ポートの
指示を提供して、前記ＵＥが前記ＣＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて前
記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別し、前記ＣＳＩ－Ｒ
Ｓポートに対する前記ラージスケール特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周
波数同期化のうち少なくとも一つを実行するようにするステップを含むことを特徴とする
方法。
【請求項２０】
　前記ＵＥに対するダウンリンク制御情報で、前記ＵＥに対する一つ又はそれ以上のＣＲ
Ｓポートと関連するセル識別子の指示を提供して、前記ＵＥが、前記一つ又はそれ以上の
識別されたＣＲＳポートは、前記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースと関連す
る一つ又はそれ以上のＣＳＩ－ＲＳポートと準共存すると決定するようにするステップを
さらに含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートは、前記構成されたＣＳ
Ｉ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記ＣＲＳポー
トに対する前記ラージスケール特性から解析されることができることを意味することを特
徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＣＳＩ－ＩＳ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性に基づいて識別される前記構
成されたＣＳＩ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性は、ドップラーシフトシフト（Ｄ
ｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）と、
平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）の
うち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　ユーザ端末機（ＵＥ）における準共存基準信号ポート（ｑｕａｓｉｃｏ―ｌｏｃａｔｅ
ｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を識別する装置であって、
　ダウンリンク制御情報を受信する受信器と、
　前記ダウンリンク制御情報から、前記ＵＥに対して構成されたチャネル状態情報基準信
号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉ
ｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートと準共存するセルー特定基準信号（ｃｅｌｌ―ｓｐｅｃ
ｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＲＳ）ポートを識別し、
　前記ＣＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて前記構成されたＣＳＩ－ＲＳ
ポートに対するラージスケール特性を識別し、
　前記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性を使用してチャネル推定と、
時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行する制御器とを含むことを特徴
とする装置。
【請求項２４】



(6) JP 2015-515219 A 2015.5.21

10

20

30

40

50

　前記制御器は、
　前記ダウンリンク制御情報から、一つ又はそれ以上のＣＲＳポートと関連するセル識別
子を識別し、
　前記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースと関連する一つ又はそれ以上のＣＳ
Ｉ－ＲＳポートを識別し、
　前記一つ又はそれ以上の識別されたＣＲＳポートは、前記一つ又はそれ以上の識別され
たＣＳＩ－ＲＳポートと準共存すると決定することを特徴とする請求項２３に記載の装置
。
【請求項２５】
　前記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートは、前記構成されたＣＳ
Ｉ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記ＣＲＳポー
トに対する前記ラージスケール特性から解析されることを意味することを特徴とする請求
項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ＣＳＩ－ＩＳ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性に基づいて識別される、前記
構成されたＣＳＩ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性は、ドップラーシフトシフト（
Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）と
、平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）
のうち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項２３に記載のＵＥで準共存基準信号
ポートを識別する装置。
【請求項２７】
　ネットワークエンティティ（ｎｅｔｗｏｒｋｅｎｔｉｔｙ）における準共存基準信号ポ
ート（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ
）を指示する装置であって、
　ユーザ端末機（ＵＥ）に対するダウンリンク制御情報で前記ＵＥに対して構成されたチ
ャネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ）ポートと準共存するセルー特定基準信号
（ｃｅｌｌーｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＲＳ）ポートの
指示を提供して、前記ＵＥが、前記ＣＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて
前記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別し、前記ＣＳＩ－
ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、
周波数同期化のうち少なくとも一つを実行するようにする送信器を含むことを特徴とする
装置。
【請求項２８】
　前記送信器は、前記ＵＥに対するダウンリンク制御情報で、前記ＵＥに対する一つ又は
それ以上のＣＲＳポートと関連するセル識別子の指示を提供して、前記ＵＥが、前記一つ
又はそれ以上の識別されたＣＲＳポートまたは前記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳ
リソースと関連する一つ又はそれ以上のＣＳＩ－ＲＳポートと準共存すると決定するよう
にすることを特徴とする請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートは、前記構成されたＣＳ
Ｉ－ＲＳポートに対する前記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が前記ＣＲＳポー
トに対する前記ラージスケール特性から解析されることができることを意味することを特
徴とする請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ＣＳＩ－ＩＳ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性に基づいて識別される前記構
成されたＣＳＩ－ＲＳポートの前記ラージスケール特性は、ドップラーシフトシフト（Ｄ
ｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）と、
平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）の
うち少なくとも一つを含むことを特徴とする請求項２７に記載の装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、協力マルチーポイント（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ＭｕｌｔｉーＰｏｉｎｔ
：ＣｏＭＰ）通信システムに関し、特に、準共存する（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ
）と考えられる基準シンボルポート（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｙｍｂｏｌ　ｐｏｒｔ）の
識別に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＣｏＭＰ技術は、上記ユーザ端末機（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）が相異な
る使用シナリオで複数の送信ポイント（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ：ＴＰ）
から信号を受信することを許可するように標準化されている。上記相異なるシナリオは、
１）イントラサイト（ｉｎｔｒａーｓｉｔｅ）ＣｏＭＰを使用する同種ネットワーク（ｈ
ｏｍｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、２）高い送信（ｔｒａｎｓｍｉｔ：Ｔｘ）電
力遠隔無線ヘッド（ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｈｅａｄ：ＲＲＨ）を使用する同種ネッ
トワーク、３）ＲＲＨにより生成される上記送信／受信ポイント（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉ
ｏｎ／ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ）が上記マクロセルから相異なるセル識別子（ｉ
ｄｅｎｔｉｆｉｅｒ：ＩＤ）を有するマクロセルカバレッジ（ｍａｃｒｏ　ｃｅｌｌ　ｃ
ｏｖｅｒａｇｅ）内における低い電力ＲＲＨを使用する異種ネットワーク（ｈｅｔｅｒｏ
ｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、４）上記ＲＲＨにより生成された送信／受信ポイン
トは、上記マクロセルと同一セルＩＤを有する上記マクロセルカバレッジ内における低い
電力ＲＲＨを使用する異種ネットワークを含む。標準化を焦点にして識別された上記Ｃｏ
ＭＰ通信方式は、ジョイント送信（ｊｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ：ＪＴ）と、
動的ポイントブランキング（ｄｙｎａｍｉｃ　ｐｏｉｎｔ　ｂｌａｎｋｉｎｇ）を含む動
的ポイント選択（ｄｙｎａｍｉｃ　ｐｏｉｎｔ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ：ＤＰＳ）と、動的
ポイントブランキングを含む協力スケジューリング／ビームフォーミング（ｃｏｏｒｄｉ
ｎａｔｅｄ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ／ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）である。また、上記Ｃｏ
ＭＰシナリオの説明は、参照のために明示的に組み込まれる３ＧＰＰ　ＴＳ３６．８１９
に含まれる。
【０００３】
　したがって、上記ＣｏＭＰ通信方式における改善された技術に対する必要性が台頭され
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示の実施形態は、無線通信システムにおける準共存基準信号ポート（ｑｕａｓｉｃ
ｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏｒｔ）を指示及び識別す
る方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一実施形態で、ユーザ端末機（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）が準共存基準信
号ポート（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｏ
ｒｔ）を識別する方法が提供される。上記方法はダウンリンク（ｄｏｗｎｌｉｎｋ）制御
情報を受信することを含む。上記方法は、上記ダウンリンク制御情報から、上記ＵＥに割
り当てられた復調基準信号（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎ
ａｌ：ＤＭ－ＲＳ）ポートと準共存するチャネル状態情報基準信号（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓ
ｔａｔｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ：ＣＳＩ－ＲＳ
）ポートを識別することを含む。上記方法は、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージス
ケール特性（ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ）に基づいて上記割り当て
られたＤＭ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別することを含む。また、上記
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方法は、上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラ
ージスケール特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なく
とも一つを実行することを含む。
【０００６】
　一実施形態で、ネットワークエンティティ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｅｎｔｉｔｙ）が準共存
基準信号ポートを指示する方法が提供される。上記方法は、ＵＥに対するダウンリンク制
御情報で上記ＵＥに割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと共存するＣＳＩ－ＲＳポートの指
示を提供して、上記ＵＥが、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性に基づ
いて上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別して、上記
割り当てられたＤＭ－ＲＳポートとＣＳＩ－ＲＳポートに対して識別されたラージスケー
ル特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを
実行することを含む。
【０００７】
　一実施形態で、ＵＥで準共存基準信号ポートを識別する装置が提供される。上記装置は
、ダウンリンク制御情報を受信する受信器と制御器を含む。上記制御器は、上記ダウンリ
ンク制御情報から上記ＵＥに割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存するＣＳＩ－ＲＳ
ポートを識別する。上記制御器は、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性
に基づいて上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別する
。上記制御器は、上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対す
る上記ラージスケール特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のう
ち少なくとも一つを実行する。
【０００８】
　一実施形態で、ネットワークエンティティで準共存基準信号ポートを指示する装置が提
供される。上記装置は、ＵＥに対するダウンリンク制御情報で上記ＵＥに割り当てられた
ＤＭ－ＲＳポートと共存するＣＳＩ－ＲＳポートの指示を提供して、上記ＵＥが、上記Ｃ
ＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて上記割り当てられたＤＭ－ＲＳ
ポートに対するラージスケール特性を識別し、上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートとＣ
ＳＩ－ＲＳポートに対して識別されたラージスケール特性を使用してチャネル推定と、時
間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行すようにする送信器を含む。
【０００９】
　一実施形態で、ＵＥが準共存基準信号ポートを識別する方法が提供される。上記方法は
ダウンリンク制御情報を受信する。上記方法は、上記ダウンリンク制御情報から、上記Ｕ
Ｅに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートを識別することを含
む。上記方法は、上記ＣＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて上記構成され
たＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別することを含む。また、上記方
法は、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特性を使用して、チャネル推
定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行することを含む。
【００１０】
　一実施形態で、ネットワークエンティティが準共存基準信号ポートを指示する方法が提
供される。上記方法はＵＥに対するダウンリンク制御情報で上記ＵＥに対して構成された
ＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートの指示を提供して、上記ＵＥが上記ＣＲＳ
ポートに対するラージスケール特性に基づいて上記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートに対す
るラージスケール特性を識別し、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特
性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行
するようにすることを含む。
【００１１】
　一実施形態で、ＵＥで準共存基準信号ポートを識別する装置が提供される。上記装置は
ダウンリンク制御情報を受信する受信器と制御器を含む。上記制御器は上記ダウンリンク
制御情報から、上記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポー
トを識別する。上記制御器は上記ＣＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて上
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記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別する。上記制御器は
、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特性を使用してチャネル推定と、
時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実行する。
【００１２】
　一実施形態で、ネットワークエンティティで準共存基準信号ポートを指示する装置が提
供される。上記装置はＵＥに対するダウンリンク制御情報で上記ＵＥに対して構成された
ＣＳＩ－ＲＳポートと準共存するＣＲＳポートの指示を提供して、上記ＵＥが、上記ＣＲ
Ｓポートに対するラージスケール特性に基づいて上記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートに対
するラージスケール特性を識別し、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール
特性を使用してチャネル推定と、時間同期化と、周波数同期化のうち少なくとも一つを実
行するようにする送信器を含む。
【００１３】
　本明細書で使用される用語及び文句において、“含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）”、“構成す
る（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）”、及びこれらの派生語は限定を意味するものでなく、包括を意
味する。用語“又は”は‘及び／又は’を包括的に意味する。文句“～に関連した”、“
それに関連した”だけでなくその派生語は、含む、～内に含まれる、～と相互接続する、
包含する、～内に含まれている、～に又は～と接続する、～に又は～と結合する、～と通
信可能である、～と協力する、インタリーブする、併置する、～に近接する、～に又は～
と束縛される、有する、～の特性を有するなどを意味することができる。用語“制御器”
は、少なくとも一つの動作を制御する任意の装置、システム、又はこれらの一部を意味す
る。このような装置は、ハードウェア、ファームウエア、ソフトウェア、又はこれらのう
ち少なくとも２個の組み合わせで実施されることができる。任意の特定制御器に関連した
機能は、局部又は遠隔的に中央集中方式又は分散方式で実現されることができることに留
意する。特定用語及び文句に対する定義は本発明を通じて提供され、当業者は多くの部分
（大部分ではない）でこのような定義が従来及び将来の使用に適用されることを理解しな
ければならない。
【００１４】
　本開示及び利点に対するより完壁な理解のために、添付図面を使用して説明し、上記添
付図面における同一符号は同一部分を示す。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本開示の一実施形態によるメッセージを送信する好ましい無線システムを図示し
ている図である。
【図２】本開示の一実施形態による直交周波数分割多重接続の送信経路の上位レベルダイ
ヤグラム（ｈｉｇｈーｌｅｖｅｌｄｉａｇｒａｍ）を図示している図である。
【図３】本開示の一実施形態による直交周波数分割多重接続の受信経路の上位レベルダイ
ヤグラムを図示している図である。
【図４】本開示の多様な実施形態を実現するために使用される無線通信システムにおける
送信器及び受信器のブロックダイヤグラムを図示している図である。
【図５】本開示の多様な実施形態によるＣｏＭＰ通信システムのブロックダイヤグラムを
図示している図である。
【図６】本開示の多様な実施形態によるＣｏＭＰ通信システムにおけるＤＭ－ＲＳ及びＣ
ＳＩ－ＲＳパラメータ構成を図示している図である。
【図７】本開示の多様な実施形態による時間によって変更されるＤＭ－ＲＳリソース及び
ＣＳＩ－ＲＳリソース準共存（ｑｕａｓｉｃｏーｌｏｃａｔｉｏｎ）構成の一例を図示し
ている図である。
【図８】本開示の多様な実施形態によるＵＥが準共存基準信号ポートを識別するプロセス
を図示している図である。
【図９】本開示の多様な実施形態によるＵＥが準共存基準信号ポートを識別する他のプロ
セスを図示している図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１６】
　下記で説明される図１乃至図９及びこの特許文書における本開示の基本原則を説明する
ために使用される多様な実施形態は、図示のだけのものであり、本開示の範囲を制限する
方式で理解されてはならない。該当技術分野の当業者は本開示の基本原則が適合に配列さ
れたシステム又はデバイスで実現されることができることが分かる。
【００１７】
　次の文書及び標準説明は、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．１３３Ｖ１０．３．０（２０１１－０
６）、ＲＰ－１１１３６５“Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ＭｕｌｔｉーＰｏｉｎｔ　Ｏｐｅ
ｒａｔｉｏｎ　ｆｏｒ　ＬＴＥ　ＷＩＤ”、３ＧＰＰ　ＴＲ３６．８１９Ｖ１１．０．０
（２０１１－０９）、Ｒ１－１２１０２６“Ｄｉｓｃｕｓｓｉｏｎｏｎ　Ａｎｔｅｎｎａ
　Ｐｏｒｔｓ　Ｃｏーｌｏｃａｔｉｏｎ”ｂｙ　Ｅｒｉｃｓｓｏｎ，ＳＴーＥｒｉｃｓｓ
ｏｎに示すように本願に組み込まれる。また、本出願は２０１２年９月２５日に“Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｔｉｍｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｆｏｒ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ”との発明の名称で出願された米国特
許出願番号１３／６２６、５７２に示すように本願に組み込まれる。
【００１８】
　ＣｏＭＰ通信に対する標準は、ＤＬーＣｏＭＰに対してリリーズ１１（ｒｅｌｅａｓｅ
１１）でサポートされるＤＭＲＳシーケンス（ｓｅｑｕｅｎｃｅ）に対する改善を含む。
上記ポート７～１４でＰＤＳＣＨに対するＤＭＲＳのスクランブリングシーケンス（ｓｃ
ｒａｍｂｌｉｎｇ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）は下記の＜数１＞によって初期化される。
【００１９】
【数１】

【００２０】
　ここで、Ｘは、その値がＮ＞１に対して｛ｘ（０），ｘ（１），・・・ｘ（Ｎ－１）｝
から動的に選択されるパラメータであり、ｘ（ｎ）（０＜＝ｎ＜Ｎ）はＵＥ－特定無線リ
ソース制御（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＲＣ）シグナリング（
ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）により構成され、ここで、Ｎ＝２であり、ＸはＤＣＩフォーマット
２Ｄ（ＤＣＩ　ｆｏｒｍａｔ　２Ｄ）でランク（ｒａｎｋ）１及び２のみに対して、上記
スクランブリング識別子（ｎＳＣＩＤ）を使用して共に指示される（ｎＳＣＩＤは２より
大きいランクに対して０と同一である）。上記スクランブリングシーケンス自体は、ここ
で参照として明示的に組み込まれる３ＧＰＰＴＳ３６．２１１§６．１０．３．１によっ
て生成されることができる。
【００２１】
　上記複数の非ーゼロ（ｎｏｎーｚｅｒｏ）電力ＣＳＩ－ＲＳリソースの構成は、少なく
とも情報エレメント（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）（ここで、参照として
明示的に組み込まれる３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３３１）：ＡｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏ
ｕｎｔ、ＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇ、ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ及びスクランブ
リング初期値を導出する上記パラメータＸを含む（Ｘは０から５０３の範囲であり、仮想
セルＩＤ（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ）として解析され、３ＧＰＰのリリーズ１０
（ｒｅｌｅａｓｅ１０）で上記サービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）のＰＣＩで
ある）。上記ＣＳＩ－ＲＳのスクランブリングシーケンスは下記＜数２＞によって初期化
される。
【００２２】



(11) JP 2015-515219 A 2015.5.21

10

20

30

40

50

【数２】

【００２３】
　このようなパラメータは、ＣＳＩ－ＲＳリソース別に構成される。上記スクランブリン
グシーケンス自体は、ここで参照のために明示的に含まれる３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１
§６．１０．５．１によって生成されることができる。また、一部のパラメータが一つの
ＣＳＩ－ＲＳリソースで複数のＴＰに対応するように結合されたフィードバック（ａｇｇ
ｒｅｇａｔｅｄ　ＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋ）によるコヒーレントジョイント送信（ｃｏ
ｈｅｒｅｎｔ　ｊｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）をサポートする決定及び、ＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースに対するＵＥ－特定ＲＲＣシグナリングがＣＳＩ－ＲＳリソース別に構
成されることが可能であり、ＣＳＩ－ＲＳに対する上記帯域幅情報のシグナリングを考慮
してＣＳＩ－ＲＳポート別に構成されることができるか否かに対する研究が提案されたこ
とがある。
【００２４】
　また、ＣＳＩ－ＲＳリソースは、ＣＳＩ－ＲＳリソース識別子（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ
：ＩＤ）と称される上記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースの集合内で固有な
ＩＤを使用して構成されることができる。ＤＭ－ＲＳに対する上記ＸパラメータからＣＳ
Ｉ－ＲＳに対する上記Ｘパラメータを区別するために、上記ＣＳＩ－ＲＳに対するＸパラ
メータは、ＸＣＳＩＲＳと称され、上記ＤＭ－ＲＳに対するＸパラメータは、ＸＤＭＲＳ

と称される。同様に、ＤＭ－ＲＳに対する上記ｎｓパラメータからＣＳＩ－ＲＳに対する
上記ｎｓパラメータを区分するために、上記ＣＳＩ－ＲＳに対する上記ｎｓパラメータは
ｎｓ

ＣＳＩＲＳと称し、ＤＭ－ＲＳに対する上記ｎｓパラメータはｎｓ
ＤＭＲＳと称する

。
【００２５】
　ＲＳアンテナポート（同一タイプの）の集合は、下記＜表１＞に提供される予め定義さ
れる規則に従って、上記ＵＥによって準共存されると考えられる。
【００２６】

【表１】

【００２７】
　本開示の実施形態は、上記ＵＥが他のＲＳポートにおける測定から、あるＲＳポートの
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上記“ラージスケール特性（ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ）”（一例
で、上記ＲＳポートを基盤とするチャネル推定／時間ー周波数同期化のために必要な特性
）を導出することが許可されるようにするために、どのＲＳポート（ＤＭ－ＲＳと、ＣＳ
Ｉ－ＲＳ及びＣＲＳ）の集合が準共存すると考えられることができるかを決定する方法を
提供する。上記ラージスケール特性は、一例で、ドップラーシフト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓ
ｈｉｆｔ）と、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）と、平均遅延（ａｖｅ
ｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）と、遅延拡散（ｄｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）と、周波数シフト（
ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｈｉｆｔ）と、平均受信電力（同一タイプのポートのみに対して
適合することができる）と、平均利得及び／又は受信されたタイミング（ｔｉｍｉｎｇ）
を含むことができるが、それに制限されない。上記ラージスケール特性を正確に推定する
ことは、良いチャネル推定性能、例えば、上記経路遅延プロファイル（ｐｒｏｆｉｌｅ）
推定値（正確な周波数訂正推定のための）と、ドップラー推定値（正確な時間ー訂正推定
のための）と、雑音変化（ｎｏｉｓｅ　ｖａｒｉａｎｃｅ）などのような情報を要求する
チャネル推定器に基づく最小平均自乗エラー（ｍｉｎｉｍｕｍ　ｍｅａｎ　ｓｑｕａｒｅ
　ｅｒｒｏｒ：ＭＭＳＥ）を保障するので重要である。また、本開示の実施形態は、ＤＬ
信号受信に対する上記ＤＬタイミング基準を決定するために要求されるシグナリングに対
する具体的な事項（一例で、ＣｏＭＰ配置シナリオのための）を提供する。
【００２８】
　ＤＬ　ＣｏＭＰ送信がＵＥに対して構成される場合、相異なるＴＰからのダウンリンク
タイミング到着は、上記ＵＥから上記多様なＴＰまでの相異なる距離により異なることが
できる。
【００２９】
　上記ＣｏＭＰシナリオ３に対して、上記ＵＥがマクロＵＥである場合（すなわち、ＲＲ
Ｃ接続されるか、又は上記マクロｅＮＢ／ＴＰにキャンプ（ｃａｍｐ）される）、上記Ｕ
Ｅ　ＤＬタイミングは、低電力ＴＰが上記ＵＥに対してより近くに存在することができて
も、上記高電力マクロセル／ＴＰと同期化されることがある。一例で、上記ＵＥは、上記
より遠くに存在する高電力マクロＴＰによって、上記ＵＥ　ＤＬタイミング基準前に重要
なエネルギ（ｅｎｅｒｇｙ）を含むことができる上記低電力ＴＰから初めて送信された信
号経路をミス（ｍｉｓｓ）することがある。同様に、上記ＣｏＭＰシナリオ４に対して、
上記ＵＥは、上記ＵＥがまたＤＬタイミング同期化を補助するために上記マクロＴＰの上
記ＣＳＩ－ＲＳを使用する場合に、上記低電力ＴＰからの初めて送信された信号経路をミ
スすることがある（このシナリオに対して、異なるＴＰは、異なるＣＳＩ－ＲＳを送信す
るために仮定される）。結果的に、ＤＬ　ＣｏＭＰ送信のために上記ＵＥにより決定され
た上記ダウンリンクタイミングは準最適（ｓｕｂｏｐｔｉｍａｌ）であり、これはＣｏＭ
Ｐ（一例で、ＪＴ又はＤＰＳで）の性能を低下させる。
【００３０】
　ＵＳ特許出願番号１３／６２６、５７２で提案する解決方式は、ＤＬ　ＣｏＭＰ送信（
一例で、ＪＴ又はＤＰＳ）が構成される場合、ＣｏＭＰ受信に対する上記ＤＬタイミング
は、上記該当するダウンリンクフレームが上記基準セル又は基準ＴＰから受信される時間
（一例で、（時間で）最初に検出される経路）として定義されることを含む。上記ＵＥは
、上記ＴＰ／セルから受信される基準信号（一例で、基本同期信号（ｐｒｉｍａｒｙ　ｓ
ｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ：ＰＳＳ）と、上記補助同期信号（ｓｅｃ
ｏｎｄａｒｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　ｓｉｇｎａｌ：ＳＳＳ）と、上記ＣＲ
Ｓと、上記ＣＳＩ－ＲＳ及び／又は一部の他の基準信号）からＴＰ／セルのダウンリンク
タイミングを決定することができる。また、ＴＰは、ＣＳＩ－ＲＳ構成（一例で、構成イ
ンデックス（ｉｎｄｅｘ）のインデックスタプル（ｉｎｄｅｘ　ｔｕｐｌｅ）と、サブフ
レーム構成インデックス及びＣＳＩ－ＲＳポートの個数）に対応することができる。上記
セル／ＴＰに対する上記ＤＬタイミング基準に対する他の方式は、最も速い経路到着、ｍ
ｉｎ｛ｔ１，ｔ２，・・・，ｔＫ｝を有する上記ＣｏＭＰ測定集合に属しているＴＰのい
ずれも含み、ｔｋはＴＰｋに対する上記経路到着タイミングであり、ＫはＴＰの個数であ



(13) JP 2015-515219 A 2015.5.21

10

20

30

40

50

る。このような配列の利点の一つは、上記基準ＴＰ／セルの追加的なシグナリングに対す
る必要性を回避することができることである。一例で、上記ＣｏＭＰ測定集合は、３ＧＰ
Ｐ　ＴＲ３６．８１９Ｖ１１．０．０（２０１１－０９）における定義に従って、ＲＲＣ
により構成される。ＴＰ（一例で、ＴＰ　Ａ）がサブフレームｎにおけるＤＬ送信（一例
で、ＤＰＳ）に対して、上記ネットワークエンティティにより３個のＴＰ（すなわち、Ｔ
Ｐ　Ａ、ＴＰ　Ｂ及びＴＰ　Ｃ）のうち選択され、ＴＰ　Ｃが上記ＵＥにより最も速く検
出された場合、サブフレームｎに対する上記ダウンリンクタイミング基準はＴＰ　Ｃに従
う。上記ＣｏＭＰ測定集合構成の準ー固定特性により、上記セル／ＴＰに対するタイミン
グ基準は非常に動的な方式で変更されることはない。
【００３１】
　上記セル／ＴＰに対する上記ＤＬタイミング基準に対する他の方式は、ＴＰが上記ネッ
トワークエンティティ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｅｎｔｉｔｙ）（一例で、上記ＤＬ　ＣｏＭＰ
集合のうち（一例で、ＣＳＩ／ＲＳＲＰ測定から）又はＵＬ　ＣｏＭＰ集合（一例で、Ｓ
ＲＳ測定から））によりシグナリングされることを含む。この配列の利点は、上記ネット
ワークエンティティに対する柔軟性及び上記ＵＥに対する簡単な実現を含む。選択的に、
上記ネットワークエンティティは、また、ＤＬ　ＣｏＭＰ受信（一例で、ＣＲＳ又はＣＳ
Ｉ－ＲＳ）のためのＤＬタイミング同期を成就するために、上記ＵＥにより使用される上
記物理信号をシグナリングすることができる。このような実施形態の利点は、上記ＵＥで
速く到着するＴＰ／セルからのできるだけ強力な多重ー経路がＣｏＭＰのための上記ＤＬ
受信において、上記ＵＥによりミスされないので、ＣｏＭＰの性能を改善させることを含
む。
【００３２】
　図１乃至図３は、下記で無線通信システムで実現され、ＯＦＤＭ通信技術又はＯＦＤＭ
Ａ通信技術を使用する多様な実施形態を説明する。図１乃至図３の説明は、他の実施形態
が実現されることができる方式に対する物理的又は構造的制限を意味することではない。
本開示の他の実施形態は適切に配列された通信システムで実現されることができる。
【００３３】
　図１は、本開示の原則による、メッセージを送信する好ましい無線システム１００を図
示している図である。上記実施形態で、無線システム１００は、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔ
ａｔｉｏｎ：ＢＳ）１０１、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）１０２、基地局
（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）１０３、及び他の類似の基地局又はリレイステーシ
ョン（ｒｅｌａｙ　ｓｔａｔｉｏｎ）（図示せず）のような送信ポイント（一例で、ｅＮ
Ｂ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）、Ｎｏｄｅ　Ｂ）を含む。基地局１０１は、基地局
１０２及び基地局１０３と通信している。基地局１０１は、また、インターネット（Ｉｎ
ｔｅｒｎｅｔ）１３０又は類似のＩＰ－基盤（ＩＰーｂａｓｅｄ）システム（図示せず）
のようなネットワーク１３０と通信している。
【００３４】
　基地局１０２は、ネットワーク１３０に対する無線広域接続（基地局１０１を通した）
を基地局１０２のカバレッジ領域（ｃｏｖｅｒａｇｅ　ａｒｅａ）１２０内で最初の複数
のユーザ端末機（一例で、移動電話機と、移動局と、加入者局）に提供する。上記最初の
複数のユーザ端末機は、スモールビジネス（ｓｍａｌｌ　ｂｕｓｉｎｅｓｓ：ＳＢ）に位
置できるユーザ端末機１１１と、エンタープライズ（ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ：Ｅ）に位置
できるユーザ端末機１１２と、ＷｉＦｉホットスポット（ｈｏｔｓｐｏｔ：ＨＳ）に位置
できるユーザ端末機１１３と、最初のレジデンス（ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ：Ｒ）に位置でき
るユーザ端末機１１４と、２番目のレジデンス（ｒｅｓｉｄｅｎｃｅ：Ｒ）に位置できる
ユーザ端末機１１５と、セル電話機、無線ラップトップ（ｌａｐｔｏｐ）、無線ＰＤＡ、
などのような移動デバイス（ｍｏｂｉｌｅ　ｄｅｖｉｃｅ：Ｍ）であり得るユーザ端末機
１１６を含む。
【００３５】
　基地局１０３は、ネットワーク１３０に対する無線広域接続（基地局１０１を通した）
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を基地局１０３のカバレッジ領域１２５内における２番目の複数のユーザ端末機に提供す
る。上記２番目の複数のユーザ端末機は、ユーザ端末機１１５及びユーザ端末機１１６を
含む。好ましい実施形態で、基地局１０１－１０３は、ＯＦＤＭ技術又はＯＦＤＭＡ技術
を使用して相互間及びユーザ端末機１１１－１１６と通信できる。
【００３６】
　図１には６個のユーザ端末機だけが図示されているが、上記無線システム１００は、追
加的なユーザ端末機に対する無線広域接続を提供できる。ユーザ端末機１１５及びユーザ
端末機１１６は、カバレッジ領域１２０及びカバレッジ領域１２５の両方の上記縁（ｅｄ
ｇｅ）に位置する。ユーザ端末機１１５及びユーザ端末機１１６の各々は、基地局１０２
及び基地局１０３の両方と通信し、該当技術分野の当業者に知られているように、ハンド
オフモード（ｈａｎｄ　ｏｆｆ　ｍｏｄｅ）で動作できる。
【００３７】
　ユーザ端末機１１１－１１６は、ネットワーク１３０を通して音声、データ（ｄａｔａ
）、ビデオ（ｖｉｄｅｏ）、ビデオ会議、及び／又は他の広域サービスに接続できる。好
ましい実施形態で、ユーザ端末機１１１－１１６のうち一つ又はそれ以上は、ＷｉＦｉ　
ＷＬＡＮの接続ポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ：ＡＰ）と関連することができる。
ユーザ端末機１１６は、無線ー可能なラップトップコンピュータ（ｌａｐｔｏｐ　ｃｏｍ
ｐｕｔｅｒ）、個人用データ端末機（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄａｔａ　ａｓｓｉｓｔａｎｔ
）、ノートブック（ｎｏｔｅｂｏｏｋ）、携帯用デバイス、又は他の無線ー可能なデバイ
スを含む複数の移動デバイスのうち一つであり得る。ユーザ端末機１１４及びユーザ端末
機１１５は一例で、無線ー可能な個人用コンピュータ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔ
ｅｒ：ＰＣ）、ラップトップコンピュータ、ゲートウェイ（ｇａｔｅｗａｙ）、又は他の
デバイスであり得る。
【００３８】
　図２は、送信経路回路２００の上位レベルダイヤグラムを図示している図である。一例
で、上記送信経路回路２００は、直交周波数分割多重接続（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒ
ｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ：ＯＦＤＭＡ）通
信に対して使用される。図３は、受信経路回路３００の上位レベルダイヤグラムを図示し
ている図である。一例で、上記受信経路回路３００は直交周波数分割多重接続通信に対し
て使用される。図２及び図３で、ダウンリンク通信に対して、上記送信経路回路２００は
基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ：ＢＳ）１０２又はリレイステーションで実現される
ことができ、上記受信経路回路３００はユーザ端末機（一例で図１のユーザ端末機１１６
で実現されることができる。他の実施例で、アップリンク通信に対して、上記受信経路回
路３００は、基地局（一例で、図１の基地局１０２）又はリレイステーションで実現され
ることができ、上記送信経路回路２００はユーザ端末機（一例で、図１のユーザ端末機１
１６）で実現されることができる。
【００３９】
　送信経路回路２００は、チャネルコーディング（ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉｎｇ）及び
変調ブロック２０５と、直列ー並列（ｓｅｒｉａｌーｔｏーｐａｒａｌｌｅｌ：Ｓ－ｔｏ
－Ｐ）ブロック２１０と、サイズＮ逆高速フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆ
ｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＩＦＦＴ）ブロック２１５と、並列ー直列（ｐａｒ
ａｌｌｅｌーｔｏーｓｅｒｉａｌ：Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２２０と、サイクリックプレ
フィクス（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）ブロック２２５と、アップコンバータ（ｕｐー
ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：ＵＣ）２３０を含む。受信経路回路３００はダウンダウンコンバー
タ（ｄｏｗｎーｃｏｎｖｅｒｔｅｒ：ＤＣ）２５５と、サイクリックプレフィクス除去ブ
ロック２６０と、直列ー並列（ｓｅｒｉａｌーｔｏーｐａｒａｌｌｅｌ：Ｓ－ｔｏ－Ｐ）
ブロック２６５と、サイズＮ高速フーリエ変換（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓ
ｆｏｒｍ：ＦＦＴ）ブロック２７０と、並列ー直列（ｐａｒａｌｌｅｌーｔｏーｓｅｒｉ
ａｌ：Ｐ－ｔｏ－Ｓ）ブロック２７５と、チャネルデコーディング（ｃｈａｎｎｅｌ　ｄ
ｅｃｏｄｉｎｇ）及び復調ブロック２８０を含む。
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【００４０】
　図２及び図３に含まれているコンポーネント（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）のうち少なくとも
一部はソフトウェア（ｓｏｆｔｗａｒｅ）で実現されることができ、また他のコンポーネ
ントは、構成可能ハードウェア（ｈａｒｄｗａｒｅ）又はソフトウェアと構成可能ハード
ウェアの混合により実現されることができる。特に、本開示文書で説明される上記ＦＦＴ
ブロック及び上記ＩＦＦＴブロックは、構成可能ソフトウェアアルゴリズムとして実現さ
れることができ、ここで、上記サイズＮの値は、上記実現によって修正されることができ
る。
【００４１】
　また、本開示が上記高速フーリエ変換及び上記逆高速フーリエ変換を実現する一実施形
態に対するものの、これは、図示のためのものであるにすぎず、本開示の範囲を制限する
ように解析されてはならない。本開示の他の実施形態で、上記高速フーリエ変換関数及び
上記逆高速フーリエ変換関数は、各々離散フーリエ変換（Ｄｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉ
ｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＤＦＴ）関数及び逆離散フーリエ変換（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄ
ｉｓｃｒｅｔｅ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ：ＩＤＦＴ）関数に各々容易に代
替されることができることが分かる。ＤＦＴ関数及びＩＤＦＴ関数において、上記Ｎ変数
の値は任意の整数（すなわち、１，２，３，４，等）であり、これに反してＦＦＴ関数及
びＩＦＦＴ関数において、上記Ｎ変数の値は２の累乗（すなわち、１，２，４，８，１６
、等）である任意の整数であり得る。
【００４２】
　送信経路回路２００で、チャネルコーディング及び変調ブロック２０５は、情報ビット
の集合を受信し、上記入力ビットにコーディング（一例で、ターボコーディング（Ｔｕｒ
ｂｏ　ｃｏｄｉｎｇ））を適用して変調し（一例で、直交位相シフトキーイング（Ｑｕａ
ｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ：ＱＰＳＫ）、又は直交振幅変
調（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ：ＱＡＭ））周
波数ードメイン（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙーｄｏｍａｉｎ）変調シンボルのシーケンスで生成
する。直列ー並列ブロック２１０は、上記直列変調されたシンボルを並列データに変換し
て（すなわち、逆多重化（ｄｅーｍｕｌｔｉｐｌｅｘ）して）Ｎ個の並列シンボルストリ
ーム（ｓｔｒｅａｍ）を生成する。ここで、Ｎは、ＢＳ１０２及びＵＥ１１６で使用され
る上記ＩＦＦＴ／ＦＦＴサイズである。次に、サイズＮ　ＩＦＦＴブロック２１５は、上
記Ｎ個の並列シンボルストリームに対してＩＦＦＴ動作を実行して時間ードメイン（ｔｉ
ｍｅーｄｏｍａｉｎ）出力信号を生成する。並列ー直列ブロック２２０は、サイズＮ　Ｉ
ＦＦＴブロック２１５からの上記並列時間ードメイン出力シンボルを変換して（すなわち
、多重化（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘ）して）直列時間ードメイン信号を生成する。次に、サイ
クリックプレフィクス付加ブロック２２５は、上記時間ードメイン信号にサイクリックプ
レフィクスを挿入する。最後に、アップコンバータ２３０は、上記サイクリックプレフィ
クス付加ブロック２２５の出力を無線チャネルを通した送信のためにＲＦ周波数に変調す
る（すなわち、アップコンバートする）。また、上記信号はＲＦ周波数への変換前に基底
帯域（ｂａｓｅｂａｎｄ）でフィルターリングされる。
【００４３】
　上記送信されたＲＦ信号は、上記無線チャネルを通して通過された後、ＵＥ１１６に到
着され、ＢＳ１０２における動作に対する逆動作が実行される。ダウンダウンコンバータ
２５５は、上記受信された信号を基底帯域周波数にダウンコンバートし、サイクリックプ
レフィクス除去ブロック２６０は、上記サイクリックプレフィクスを除去して上記直列時
間ードメイン基底帯域信号を生成する。直列ー並列ブロック２６５は、上記時間ードメイ
ン基底帯域信号を並列時間ドメイン信号に変換する。サイズＮ　ＦＦＴブロック２７０は
、次にＦＦＴアルゴリズムを実行してＮ個の並列周波数ードメイン信号を生成する。並列
―直列ブロック２７５は、上記並列周波数ードメイン信号を変調されたデータシンボルの
シーケンスに変換する。チャネルデコーディング及び復調ブロック２８０は、上記変調さ
れたシンボルを復調及びデコーディングして上記元の入力データストリームに戻す。
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【００４４】
　基地局１０１－１０３の各々は、上記ユーザ端末機１１１－１１６に対するダウンリン
クにおける送信と類似の送信経路を実現し、上記ユーザ端末機１１１－１１６からのアッ
プリンクにおける受信と類似の受信経路を実現することができる。同様に、ユーザ端末機
１１１－１１６の各々は、基地局１０１－１０３に対するアップリンクにおける送信のた
めの構造に対応するように送信経路を実現でき、基地局１０１－１０３からのダウンリン
クにおける受信のための構造に対応するように受信経路を実現できる。
【００４５】
　図４は、本開示の多様な実施形態を実現するために使用される無線通信システムにおけ
る送信器４０５及び受信器４１０のブロックダイヤグラムを図示している図である。この
ような実施例で、上記送信器４０５及び上記受信器４１０は図１における無線システム１
００のような無線通信システムで通信ポイントにおけるデバイスである。一部の実施形態
で、上記送信器４０５及び上記受信器４１０は、一例でｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄ
ｅ　Ｂ）と、遠隔無線ヘッド（ｒｅｍｏｔｅーｒａｄｉｏ　ｈｅａｄ）と、リレイステー
ションと、アンダーレイ基地局（ｕｎｄｅｒｌａｙ　ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）のよう
な基地局と、ゲートウェイ（ｇａｔｅｗａｙ：ＧＷ）、又は基地局制御器（ｂａｓｅ　ｓ
ｔａｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：ＢＳＣ）のようなネットワークエンティティであ
り得る。他の実施形態で、上記送信器４０５又は上記受信器４１０は、ＵＥ（一例で、移
動局、加入者局、等）であり得る。一実施形態で、上記送信器４０５又は上記受信器４１
０は図１の上記ＵＥ１１６の一実施形態の一例である。他の実施形態で、上記送信器４０
５又は上記受信器４１０は図１の上記基地局１０２の一実施形態の一例である。
【００４６】
　上記送信器４０５は、アンテナ４１５と、位相シフタ（ｐｈａｓｅ　ｓｈｉｆｔｅｒ）
４２０と、ＴＸプロセシング回路（ＴＸ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｃｉｒｃｕｉｔｒｙ）
４２５と、制御器４３０を含む。上記送信器４０５は、アウトゴイング基底帯域データ（
ｏｕｔｇｏｉｎｇ　ｂａｓｅｂａｎｄ　ｄａｔａ）からアナログ又はデジタル信号を受信
する。上記送信器４０５は、上記アウトゴイング基底帯域データをエンコーディングし、
多重化及び／又はデジタル化して、送信器４０５を通して伝達及び／又は送信されるプロ
セシングされたＲＦ信号を生成する。一例で、上記ＴＸプロセシング回路４２５は、図２
で上記送信プロセシング回路２００と類似の送信経路を実現することができる。また、送
信器４０５は、複数の相異なるビーム（ｂｅａｍ）で信号を送信するように、アンテナ４
１５で、相異なるアンテナにマッピングされる階層（ｌａｙｅｒ）を通して空間多重化（
ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）を実行することができる。上記制御器４３
０は、送信器４０５の全般的な動作を制御する。上記のような動作で、制御器４３０は、
よく知られた原則によって上記送信器４０５による信号の送信を制御する。
【００４７】
　受信器４１０は、アンテナ４３５から入力ＲＦ信号又は基地局、リレイステーション、
無線ラジオヘッド、ＵＥなどのような一つ又はそれ以上の送信ポイントにより送信される
信号を受信する。受信器４１０は、上記受信信号を処理して上記送信ポイントにより送信
された上記情報を識別するＲＸプロセシング回路４４５を含む。一例で、上記ＲＸプロセ
シング回路４４５は、上記入力ＲＦ信号をダウンコンバートして上記受信信号をチャネル
推定、復調、ストリーム分割（ｓｔｒｅａｍ　ｓｅｐａｒａｔｉｎｇ）、フィルターリン
グ（ｆｉｌｔｅｒｉｎｇ）、デコーディング（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）及び／又はデジタル化
して中間周波数（ｉｎｔｅｒ　ｍｅｄｉａｔｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ：ＩＦ）又は基底帯
域（ｂａｓｅｂａｎｄ）信号を生成することができる。一例で、上記ＲＸプロセシング回
路４４５は、図３における上記受信プロセシング回路３００と類似の受信経路を実現する
ことができる。上記制御器４５０は、上記受信器４１０の全般的な動作を制御する。上記
のような動作で、上記制御器４５０は、よく知らされた原則によって上記受信器４１０に
よる信号の受信を制御する。
【００４８】
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　多様な実施形態で、上記送信器４０５はＴＰ内に位置し、上記受信器はＣｏＭＰ通信シ
ステムにおけるＵＥ内に位置する。一例で、上記ＣｏＭＰ通信システムで、複数のＴＰは
、上記ＵＥに送信する上記送信器４０５と類似の送信器を含むことができる。上記複数の
ＴＰは基地局（一例で、ｅＮＢ、マクロ基地局、等）と、ＲＨＨ、及び／又はアンダーレ
イ基地局（一例で、マイクロ基地局、リレイステーション、等）の組合せであり得る。
【００４９】
　上記図４に図示されている送信器４０５及び受信器４１０の図示は、本開示の実施形態
が実現されることができる一実施形態を図示するためである。上記送信器４０５及び受信
器４１０の他の実施形態は本開示の範囲で使用される。一例で、上記送信器４０５は、受
信器４１０のような受信器を含む通信ノード（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｎｏｄｅ）
（一例で、ＢＳ、ＵＥ、ＲＳ、及びＲＲＨ）に位置することができる。同様に、上記受信
器４１０は、送信器４０５のような送信器をまた含む通信ノード（一例で、ＢＳ、ＵＥ、
ＲＳ、及びＲＲＨ）に位置することができる。この通信ノードで上記ＴＸ及びＲＸアンテ
ナアレイ（ａｎｔｅｎｎａ　ａｒｒａｙ）におけるアンテナは、オーバーラップ（ｏｖｅ
ｒｌａｐ）されたり、又は一つ又はそれ以上のアンテナスイッチングメカニズムを通した
送信及び受信に使用される同一なアンテナアレイであり得る。
【００５０】
　図５は、本開示の多様な実施形態によるＣｏＭＰ通信システム５００のブロックダイヤ
グラムを図示している図である。この実施例で、上記ＣｏＭＰ通信システム５００は、Ｕ
Ｅ５０５と、２個のＴＰ５１０、５１５を含む。一例で、上記ＵＥ５０５は、図４に図示
されるように受信器及び送信器を含むことができる。また、上記ＴＰ５１０、５１５は、
図４に図示されるように、受信器及び送信器を含むことができる。上記ＴＰ５１０、５１
５は、基地局（一例で、ｅＮＢ、マクロ基地局、等）と、ＲＲＨ、及び／又はアンダーレ
イ基地局（一例で、マイクロ基地局、リレイステーション、等）の組合せであり得る。追
加的に、ＴＰ及びＵＥは、上記ＣｏＭＰ通信システム５００に存在することができる。一
例で、２個以上のＴＰは同一なＵＥ５０５と通信することができる。
【００５１】
　図５に図示されるように、上記ＵＥ５０５は、上記ＴＰ５１０、５１５の間又は上記Ｔ
Ｐ５１０、５１５の周りのどこにも位置することができる。上記ＴＰ５１０、５１５とタ
イミング及び／又は周波数同期及び／又はチャネル推定を適切に実行するために、上記Ｕ
Ｅ５０５は、上記ＴＰ５１０、５１５の特性を識別する必要がある。一例で、上記ＵＥ５
０５は、上記ＴＰ５１０、５１５と関連する基準シンボルポートのラージスケール特性を
識別する必要がある。このような特性の識別を助けるために、上記ＵＥ５０５は‘準共存
（ｑｕａｓｉｃｏ―ｌｏｃａｔｅｄ）’する特定アンテナポートを考慮することができる
。一例で、上記‘準共存’アンテナポートは実際に共存するか（すなわち、同一なＴＰ、
アンテナアレイ（ａｎｔｅｎｎａ　ａｒｒａｙ）、又はアンテナから送信される）又は‘
準共存’アンテナポートは異なるＴＰ（一例で、類似のチャネル特性を有することができ
るＴＰ）に位置することができる。両方とも、上記ＵＥ５０５の観点から、上記ＵＥが他
のポートの上記ラージスケール特性から一つのポートの上記ラージスケール特性を導出で
きるか否かに関する。すなわち、上記ＵＥ５０５は、上記ポートが実際に物理的に共存で
きるか否かと上記ポートの特性がチャネル推定と、タイミング同期化及び／又は周波数同
期化のために十分に使用されることにかかわらない。ここで参照のために明示的に含まれ
る３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１（ｓｅｃ６．２．１）によって、一つのアンテナポート
でシンボルが伝えられるチャネルの上記ラージスケール特性は、他のアンテナポートでシ
ンボルが伝えられるチャネルから解析できる場合、２個のアンテナポートは準共存すると
言える。
【００５２】
　多様な実施形態はネットワークエンティティが上記ＵＥによって準共存すると考えられ
るＤＭ－ＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳポートのペア（ｐａｉｒ）を上記ＵＥに通知することがで
きるようにする方法を提供し、したがって、上記ＵＥは、上記ＤＭ－ＲＳポートに基づい
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て、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するチャネル推定のための上記ラージスケールチャネル
特性を導出することができる。上記ネットワークエンティティは、上記ＵＥに暗黙的なシ
グナリングを通して通知することができる。一例で、ＤＭ－ＲＳポートは上記ＵＥ（及び
上記ｅＮＢ）により通知された特定の予め定義された条件が満足される場合（一例で、Ｄ
Ｍ－ＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳに関連した既存パラメータ値をチェックすることによって）Ｃ
ＳＩ－ＲＳポートと準共存すると考えられる。他の実施形態で、上記ネットワークエンテ
ィティは、上記ＵＥに明示的なシグナリングを通して通知することができる。一例で、上
記ネットワークエンティティは、ＤＭ－ＲＳポートと準共存されると考えられる上記ＣＳ
Ｉ－ＲＳポート／リソースを明示的に構成することができる。他の実施形態で、上記ネッ
トワークエンティティは混合された暗黙的及び明示的なシグナリングを通して上記ＵＥに
通知することができる（暗黙的なシグナリングは明示的なシグナリングにより補完できる
）。
【００５３】
　暗黙的なシグナリングの一例で、ＤＭ－ＲＳポートは、次のような条件が満足される場
合、ＣＳＩ－ＲＳリソースと準共存するＵＥにより仮定されることができる。上記ＤＭ－
ＲＳシーケンスを導出するシーケンス初期化（一例で、下記の＜数３＞で）で使用される
パラメータＸＤＭＲＳ及び上記ＣＳＩ－ＲＳシーケンスを導出するシーケンス初期化（一
例で、下記の＜数４＞で）で使用されるパラメータＸＣＳＩＲＳ（ＣＳＩ－ＲＳリソース
に対して構成される）が同一な値で構成される。その上、上記パラメータＮｓ

ＤＭＲＳ及
び上記パラメータＮｓ

ＣＳＩＲＳはまた同一な値になるように構成されるか及び／又は決
定される。
【００５４】
　上記ＤＭ－ＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数３＞に提
供されている。
【００５５】
【数３】

【００５６】
　上記ＣＳＩ－ＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数４＞に
提供されている。
【００５７】
【数４】

【００５８】
　追加的に、上記ＵＥチャネル測定又は時間／周波数同期化を助けるために、上記ネット
ワークエンティティはＴＰからのＤＭ－ＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳ送信に対する上記Ｘパラメ
ータ（すなわち、ＸＤＭＲＳ、ＸＣＳＩＲＳ）を同一な値になるように構成することがで
き、同様にＴＰからのＤＭ－ＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳ送信に対する上記ｎｓパラメータ（す
なわち、ｎｓ

ＤＭＲＳ，ｎｓ
ＣＳＩＲＳ）を同一な値になるように構成することができる

。
【００５９】
　図６は、本開示の多様な実施形態によるＣｏＭＰ通信システム６００におけるＤＭ－Ｒ
Ｓ及びＣＳＩ－ＲＳパラメータ構成を図示している図である。この実施形態で、ｎｓはマ
クロＴＰ６１０のカバレッジの下で全てのＴＰに対して共通すると仮定される。この例題
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は上記ＣｏＭＰシナリオ３及びＣｏＭＰシナリオ４に対して適用可能である。
【００６０】
　図示されているように、上記ＵＥ６０５は、ＤＭＲＳスクランブリング（ｓｃｒａｍｂ
ｌｉｎｇ）に対して２個のＸ値｛Ｘ１、Ｘ２｝で構成されるＲＲＣであり得る。ＤＰＳタ
イプＣｏＭＰ送信を仮定する場合、上記ダウンリンクグラント（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｇｒ
ａｎｔ）から動的に選択されたＸ値に基づいて、上記ＵＥ６０５は、上記ＤＭＲＳと共存
する同一なＸ値を有する上記該当するＣＳＩ－ＲＳリソースを導出することができ、した
がって同一なラージスケール特性を共有する。
【００６１】
　上記ＵＥに対して構成される一つ以上のＣＳＩ－ＲＳリソースが同一なＸＣＳＩＲＳ値
を有する場合、上記ＸＣＳＩＲＳ値を有する複数のＣＳＩ－ＲＳリソースは準共存しない
ＣＳＩ－ＲＳポートの複数の集合に対応することができる。結果的に、上述したような条
件が十分でないことがある。上記ＵＥ６０５がスケジューリングされ、上記ＸＣＳＩＲＳ

である同一なＸＤＭＲＳ値を有するＰＤＳＣＨ及びＤＭ－ＲＳポートが複数のＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースにより共有される場合、上記ＵＥ６０５がどのＣＳＩ－ＲＳリソースを準共存
すると仮定して保有することかに対する不明確さが存在する。このような問題を解決する
ために、上記ＵＥ６０５にどのＣＳＩ－ＲＳリソースが、例えば、下記＜表２＞に表した
ように、上記スケジューリングされたＰＤＳＣＨに対応するように、上記ＤＭ－ＲＳと準
共存されるかがシグナリングされることができる（一例で、上記ＰＤＳＣＨをスケジュー
リングするＰＤＣＣＨ又はＥＰＤＣＣＨで）。これは、混合された暗黙的及び明示的なシ
グナリングの一例である。上記ＤＣＩフォーマットにおける上記シグナリングビットは、
準共存すると仮定されない同一なＸＣＳＩＲＳ値を有する複数のＣＳＩ－ＲＳリソースが
存在する場合にだけ存在することができる。一実施形態で、上記ＵＥ６０５は、上記ＵＥ
６０５が同一なＸＣＳＩＲＳ値を有する複数のＣＳＩ－ＲＳリソースが存在すると決定す
る場合に、上記シグナリングが存在すると仮定することができる。他の実施形態で、上記
ＵＥ６０５は、上位階層シグナリングが上記のように表す場合に上記シグナリングが存在
すると仮定する。もう一つの実施形態で、上記シグナリングは複数のＣＳＩ－ＲＳリソー
スが構成される度に存在すると仮定される。
【００６２】
　上記ＤＣＩフォーマットにおけるビットの個数はｌｏｇ２（Ｎ）になることができ、こ
こで、Ｎは、上記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースの個数であるか（ＣｏＭ
Ｐ測定集合サイズ）、又は上記ＵＥに対して構成されるＣＳＩ－ＲＳリソースの最大個数
（最大ＣｏＭＰ測定集合サイズ）であるか、又はある値（一例で、１又は２）で固定され
る。上記ＵＥ６０５に対して構成されるＣＳＩ－ＲＳリソースの個数が上記固定された値
より大きい場合、上位階層シグナリング（一例で、ＲＲＣ）は、上記構成されたＣＳＩ－
ＲＳリソースのどのサブセット（ｓｕｂｓｅｔ）が上記ＤＣＩフォーマットにおける上記
シグナリングビットによりアドレス（ａｄｄｒｅｓｓ）されるか否かを指示するために使
用される。＜表２＞は、上記割り当てられたＤＭ－ＲＳを有する上記準共存ＣＳＩ－ＲＳ
リソースを指示する例題シグナリング（すなわち、２個のＣＳＩ－ＲＳリソースの間でス
イッチする１ビットシグナリング）を図示している。
【００６３】
【表２】
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【００６４】
　他の例で、単一ＣＳＩ－ＲＳリソースはポートの複数のグループに対応し、ここで各グ
ループは準共存されるが、これに反して上記個別グループは準共存されない。上記ネット
ワークエンティティは、単一ＣＳＩ－ＲＳリソースを有するトランスペアレントジョイン
ト送信（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｊｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）をサポート
する方式で上記ＣＳＩ－ＲＳリソースを構成することができる。この例で、上記で説明し
たようなシグナリングは、例えば、＜表３＞に図示されるようにＣＳＩ－ＲＳリソースに
追加してポートインデックス（ｐｏｒｔ　ｉｎｄｅｘ）（又はポートグループ（ｐｏｒｔ
　ｇｒｏｕｐ）又はポートペア（ｐｏｒｔ　ｐａｉｒ））の情報を含むことができる。他
の例で、上記ＵＥは、準共存関連（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）は固定されたポート（一例
で、上記該当するＣＳＩ－ＲＳリソースの最初のポート（又は最初及び２番目のポート）
）にだけ適用されると仮定することができる。他の例で、例えば、トランスペアレントＪ
Ｔ　ＣｏＭＰがサポートされるか否かに基づいて、上記関係が固定されたポートインデッ
クスに適用されるか否か、また、上記全体集合が上記ネットワークエンティティにより構
成されることができる。＜表３＞は上記割り当てられたＤＭ－ＲＳを有して上記準共存Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソース及びポートを指示する例題シグナリング（一例で、ＣＳＩ－ＲＳリソ
ース及びポートの４の結合の間をスイッチする２ビットシグナリング）を図示している。
【００６５】
【表３】

【００６６】
　多様な実施形態で、上記ＵＥは、まずＸＤＭＲＳの集合とＣＳＩ－ＲＳリソースで構成
されることができる。次に、上記ＵＥは、ＸＤＭＲＳ値とＣＳＩ－ＲＳを有するどのＤＭ
－ＲＳポートが上記で説明したように準共存すると仮定されるかを決定する。ＰＤＣＣＨ
又はＥＰＤＣＣＨを受信する場合、上記ＵＥは、上記割り当てられたＸＤＭＲＳ値及び（
存在する場合）単一ＣＳＩ－ＲＳリソース（上記マッチングＸＣＳＩＲＳ値を有する複数
のＣＳＩ－ＲＳリソースが存在する場合のポート又は複数のポート）を指示し、上記準共
存関係を決定する追加的なシグナリングを検査する。
【００６７】
　本開示の実施形態は、上記暗黙的なＸＤＭＲＳ及びＸＣＳＩＲＳ条件検査を補完する明
示的なシグナリングは、追加的な動的シグナリングオーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）
を招くことがあることを認識する。必要となる動的シグナリングオーバーヘッドの量をな
くすか又は減少させるために、本開示の多様な実施形態は同一なＸＣＳＩＲＳ値を有する
ＣＳＩ－ＲＳリソースの集合のうち、ＣＳＩ－ＲＳリソース（及びポート）及びＤＭ－Ｒ
Ｓポートインデックスの間の上記準共存関係を定義する。一例で、下記＜表４＞に図示さ
れているように、最初のＣＳＩ－ＲＳリソース（及び上記ポートｘ）がＤＭ－ＲＳポート
７（上記ＸＣＳＩＲＳ値である同一なＸＤＭＲＳ値を有する）と準共存されると仮定され
、２番目のＣＳＩ－ＲＳリソース（及び上記ポートｙ）はＤＭ－ＲＳポート８（上記ＸＣ

ＳＩＲＳ値である同一なＸＤＭＲＳ値を有する）と準共存されると仮定される。他の例で
、上位シグナリングは、どのＤＭ－ＲＳポートインデックスがＣＳＩ－ＲＳリソース（及
びポート）と準共存すると仮定でき、その逆もまた同様に仮定できると明示的に指示する
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ことができ、このようなシグナリングはＣＳＩ－ＲＳ構成ＲＲＣメッセージと共に提供さ
れることができる。一例で、ポート７及びポート８の両方は同一サブフレーム（ｓｕｂｆ
ｒａｍｅ）で割り当てられる場合、上記デフォルト（ｄｅｆａｕｌｔ）準共存ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソース（及びポート）が定義されることができる（一例で、最初のＣＳＩ－ＲＳリソ
ース（及び最初のポート））。＜表４＞はＤＭ－ＲＳポートインデックス及びＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソース（及びポート）の間の準共存関連の一例を図示している。
【００６８】
【表４】

【００６９】
　多様な実施形態で、上記ＵＥは、ＸＤＭＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳリソースの集合で構成さ
れる。次に、上記ＵＥは、ＸＤＭＲＳ値を有するどのＤＭ－ＲＳポートとＣＳＩ－ＲＳリ
ソースが上記で説明したように準共存すると仮定されるかを決定する。ＰＤＣＣＨ／ＥＰ
ＤＣＣＨを受信する場合、上記ＵＥは上記割り当てられたＸＤＭＲＳ値と上記ＤＭ－ＲＳ
ポートインデックスが上記準共存関係を決定するのか（一例で、＜表４＞に図示されるよ
うに）検査する。
【００７０】
　ＣｏＭＰ　ＪＴがサポート及び／又は構成され、単一ＣＳＩ－ＲＳリソースが準共存す
ると仮定されないＣＳＩ－ＲＳポートで構成される場合、上記Ｘパラメータ条件検査は十
分でないことがある。この例で、一つの構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースが存在すること
ができる。このようなイッシューは、例えば＜表５＞に図示されるように、インデックス
ｊを有するＤＭ－ＲＳポートが上記ＣＳＩ－ＲＳポートインデックスｊ＋８（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースのポートインデックス付与はポート１５から始まると仮定される場合）と準共
存すると仮定できると追加的に定義することによって解決することができる。一例で、Ｕ
Ｅが２個のＣＳＩ－ＲＳポート（一例で、ポート１５及びポート１６）で構成される場合
、及び上記ＵＥにＰＤＳＣＨ変調に対してＤＭ－ＲＳポート７が割り当てられる場合、上
記ＵＥはＣＳＩ－ＲＳポート１５を測定することから上記ＤＭＲＳポート７チャネル推定
に対して要求される上記ラージスケールチャネル特性を抽出することができるが、上記Ｕ
Ｅは、同一な目的のためにＣＳＩ－ＲＳポート１６を使用することができない。上記ＵＥ
がこの仮定を適用すべきか否かは、上記ネットワークによりシグナリングされたり／構成
されることができる。一部の実施形態で、このような追加的な定義は独立した（ｓｔａｎ
ｄ―ａｌｏｎｅ）方法で、すなわち、他の準共存指示技術と独立的に使用される。＜表５
＞はＤＭ－ＲＳポートインデックスとＣＳＩ－ＲＳポートの間の準共存関連の一例を図示
している。
【００７１】
【表５】
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【００７２】
　上記ＤＭ－ＲＳと上記ＣＳＩ－ＲＳの間の上記準共存関係は、上記ネットワークからの
明示的ＲＲＣシグナリングにより与えられる（すなわち、ＸＤＭＲＳとＸＣＳＩＲＳ間に
どの条件も必要としない）。一実施形態で、このような明示的なシグナリングは、上記Ｕ
Ｅに対して構成された各ＤＭ－ＲＳリソースに対して、また上記ネットワークエンティテ
ィにより指示される、ＣＳＩ－ＲＳリソース（及びリソース内におけるポート）が存在す
ることを含み、上記ネットワークエンティティにおける上記ＵＥは、上記該当するＤＭ－
ＲＳポート及びＣＳＩ－ＲＳポートに対して維持するために準共存すると仮定することが
できる。明示的なシグナリングの一例で、上記ネットワークエンティティはＸＤＭＲＳ値
（一例で、ＸＤＭＲＳ（０）及びＸＤＭＲＳ（１））の集合とＣＳＩ－ＲＳリソースの集
合（すなわち、ＣＳＩ－ＲＳリソースのＭ個の集合）で上記ＵＥを構成することができる
。構成された各ＸＤＭＲＳに対して、どのＣＳＩ－ＲＳリソースであるかを指示するｌｏ
ｇ２（Ｍ）ビットが存在することができ、上記ＵＥは、一例で、下記＜表６＞に図示され
るように維持するように準共存すると仮定することができる。他の例で、Ｍビットのビッ
トマップ（ｂｉｔｍａｐ）は構成された各ＸＤＭＲＳに対して構成されることができる。
上記ビットマップ接近方式の一つの利点は一つ以上のＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ＤＭ－
ＲＳと準共存するようにすることができることである。また、上記シグナリングは、各Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソース内の上記ポートインデックスを含むことができ、追加的なシグナリン
グビットが必要となることがある。上記ネットワークエンティティに対する準共存関連の
追加的な柔軟性を提供するために、同一なＤＭ－ＲＳリソースに対する上記ＤＭ－ＲＳポ
ートインデックスが例えば、下記＜表７＞に表したように指示されることができる。上記
準共存関連（一例で、＜表６＞又は＜表７＞に図示されるように）が構成される場合（一
例で、ＲＲＣにより）、上記ＤＣＩシグナリングＸＤＭＲＳ及びポートインデックスは上
記準共存ＣＳＩ－ＲＳリソース（及びポート）を指示する。
【００７３】
　＜表６＞はＤＭ－ＲＳリソース及びＣＳＩ－ＲＳリソース（及びポート）の間の準共存
関連に対する明示的なシグナリングの一例を図示している。ＣＳＩ－ＲＳリソース１及び
ＣＳＩ－ＲＳリソース２は、同一なＣＳＩ－ＲＳリソースであってもよく、同一ＣＳＩ－
ＲＳリソースでなくてもよい。同様に、ポートｘとポートｙは同一ポートインデックスで
あってもよく、同一ポートインデックスでなくてもよい。
【００７４】
【表６】

【００７５】
　＜表７＞は、ＤＭ－ＲＳリソース及びＣＳＩ－ＲＳリソース（及びポート）の間の準共
存関連に対する明示的なシグナリングの一例を図示している。ＣＳＩ－ＲＳリソース１、
２、３、４の任意のペアは同一ＣＳＩ－ＲＳであってもよく、相異なるＣＳＩ－ＲＳリソ
ースであってもよい。同様に、ポートｘ１、・・・、ｘ４の任意のペアは同一ポートイン
デックスであってもよく、相異なるポートインデックスであってもよい。
【００７６】
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【表７】

【００７７】
　一つ以上のＤＭ－ＲＳポートが準共存されると追加的に仮定されることができる場合（
一例で、詳細な説明で上記準共存関係を予め定義することによって、又は下記でより具体
的に説明されるようにネットワークシグナリングにより）、上記ＵＥは、上記ＣＳＩ－Ｒ
Ｓポートからの上記測定の平均を出すことによって上記ラージスケールチャネル特性の推
定を上記ＵＥにより改善させるためにより多くのＣＳＩ－ＲＳポート（上記で説明したよ
うな条件によって決定される）を使用することができる。一実施形態で、上記ネットワー
クエンティティは、上記で説明したような準共存のための関連のうち一つを選択すること
をシグナリングするオプション（ｏｐｔｉｏｎ）を有することができるか、又は、ＤＭ－
ＲＳポートはＣＳＩ－ＲＳポートと共存すると仮定できないと仮定することができる。
【００７８】
　多様な実施形態は上記ネットワークが上記ＵＥにＤＭ－ＲＳのどのペアであるかを通知
することができる方法を提供し、ＣＲＳポートは上記ＵＥが上記ＤＭ－ＲＳポートに基づ
いて上記ＣＲＳポートに対するチャネル推定のために要求される上記ラージスケールチャ
ネル特性を招くことができるように上記ＵＥによって準共存されると考えられる。上記ネ
ットワークは上記ＵＥに暗黙的なシグナリングを通して通知することができる。一例で、
ＤＭ－ＲＳポートは上記ＵＥ（及び上記ｅＮＢ）により知らされた特定の所定の条件が満
足する場合（一例で、ＤＭ－ＲＳ及びＣＲＳに関連する既存パラメータ値を検査すること
で）、ＣＲＳポートと準共存されると考えられる。他の実施形態で、上記ネットワークエ
ンティティは明示的なシグナリングを通して上記ＵＥに通知することができる。一例で、
上記ネットワークエンティティはＤＭ－ＲＳポートと準共存されると考えられる上記ＣＲ
Ｓポート／リソースを明示的に構成することができる。他の実施形態で、上記ネットワー
クエンティティは混合暗黙的及び明示的なシグナリングを通して上記ＵＥに通知すること
ができる（一例で、暗黙的なシグナリングは明示的なシグナリングにより補完することが
できる）。
【００７９】
　暗黙的なシグナリングの一例で、ＤＭ－ＲＳポートは次のような条件が満足する場合、
上記ＵＥによりＣＲＳリソースと準共存すると仮定することができる。上記ＤＭ－ＲＳシ
ーケンスを抽出するシーケンス初期化において使用される上記パラメータＸＤＭＲＳ（一
例で、下記＜数５＞で）と上記ＣＲＳシーケンスを抽出するシーケンス初期化において使
用される上記パラメータＮＩＤ

ｃｅｌｌ（一例で、下記＜数６＞で）は同一な値である。
その上、上記パラメータＮｓ

ＤＭＲＳ及び上記パラメータＮｓ
ＣＲＳはまた上記同一な値

になるように構成及び／又は決定される。
【００８０】
　上記ＤＭ－ＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数５＞に提
供されている。
【００８１】



(24) JP 2015-515219 A 2015.5.21

10

20

30

40

【数５】

【００８２】
　上記ＣＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数６＞に提供さ
れている。
【００８３】

【数６】

【００８４】
　上記スクランブリングシーケンス自体は、ここから参照として明示的に含まれる３ＧＰ
Ｐ　ＴＳ３６．２１１§６．１０．１．１によって生成されることができる。上記ＣＲＳ
ポートに対する上記ＮＩＤ

ｃｅｌｌは、上記サービングセルに対応するか、又は上記検出
又は通知された隣接セル（一例で、上記隣接セルのＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ通知が伝送された
）のうち一つに対応することができる。ＮＩＤ

ｃｅｌｌが上記隣接セルのうち一つに対応
される場合、これはＤＬ　ＣｏＭＰ動作を意味する（すなわち、上記ＵＥは実質的に上記
サービングセルの代わりに上記隣接セルからＤＭ－ＲＳ及びＰＤＳＣＨを受信中である）
。ＤＭ－ＲＳポートの上記パラメータＸＤＭＲＳが知られている隣接セルのＮＩＤ

ｃｅｌ

ｌのいずれともマッチングされない場合、上記ＵＥは上記該当するＤＭ－ＲＳポートが上
記サービングセルのＣＲＳポートと準共存されると仮定することができる。一実施形態で
、上記ＵＥは上記ＤＭ－ＲＳポートの上記パラメータＸＤＭＲＳが上記サービングセルの
ＮＩＤ

ｃｅｌｌとマッチングされる場合にＤＭ－ＲＳポートが上記サービングセルのＣＲ
Ｓポートと準共存されると仮定することができる。
【００８５】
　同一なＮＩＤ

ｃｅｌｌ及びＮｓ
ＣＲＳを有するサービングセル又は隣接セルに対して有

用な一つ以上のＣＲＳポートが存在する場合、そして上記ＣＲＳポートが上記ＵＥによっ
て準共存すると仮定されることができない場合、上記ネットワークエンティティは、どの
ＣＲＳポートがＤＭ－ＲＳポート（一例で、ポート０と、ポート１と、ポート２と、ポー
ト３と、ＣＲＳポートのサブセット、又は全てのＣＲＳポート）と準共存されると仮定さ
れるかを追加的にシグナリングすることができる。上記シグナリングは、準ー固定方式（
一例で、ＭＡＣ又はＲＲＣシグナリングを通して）又は動的方式（例えば、ＰＤＣＣＨに
おけるシグナリング）で実行されることができる。上記デフォルトは、ＰＤＣＣＨにおけ
る動的シグナリングが上記デフォルト値と相異なる値を指示するために使用される場合、
ＣＲＳポート０又は、全てのＣＲＳポート、又は上位階層シグナリングにより提供される
ことができる。これは混合された暗黙的及び明示的なシグナリングの一例である。他の例
で、ＤＭ－ＲＳポート及びＣＲＳポートの上記準共存仮定は予め定義されることができる
（一例で、下記＜表８＞に図示されるように）。所定の規則の一つの利点は、シグナリン
グオーバーヘッドの節約である。＜表８＞は準共存ポートに対する規則を図示している。
【００８６】
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【表８】

【００８７】
　上記ネットワークエンティティに対する追加的な柔軟性を提供するために、上記で説明
したような方法による上記準共存仮定は上記ネットワークにより指示される場合にだけ有
効である（すなわち、上記ネットワークエンティティが上記ＣＲＳポートと上記ＤＭ－Ｒ
Ｓポートの準共存が上記ＵＥにより仮定されることができないことを指示することも可能
である）。
【００８８】
　上記ＤＭ－ＲＳとＣＲＳとの間の準共存関係は、上記ネットワークエンティティからの
明示的なシグナリングにより与えられることができる。明示的なシグナリングの一つの方
法は、上記ＵＥに対して構成される各ＤＭ－ＲＳリソースに対して、上記ネットワークに
より指示されるリソース内におけるＣＲＳリソース及び／又はポートが存在することを含
み、ここで上記ＵＥは、上記該当するＤＭ－ＲＳポート及びＣＲＳポートに対して維持す
るために準共存されると仮定することができる。ＣＲＳリソースはＮｓ

ＣＲＳの構成によ
り与えられることができる。
【００８９】
　上記ＵＥがＣＲＳポートとＤＭ－ＲＳポートの準共存を仮定することを許可することは
、上記ＰＤＳＣＨ復調性能を改善させるために時間及び／又は周波数同期を改善させたり
又は上記ＤＭ－ＲＳポートに対する上記チャネル推定性能を改善することに有益である。
また、このような実施形態は、時間／周波数同期を可能にするために以前と互換されない
キャリア（すなわち、新しいキャリアタイプ）で存在できるＤＭ－ＲＳ及びトラッキング
ＲＳ（ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳ：ＴＲＳ）の準共存関係に拡張する。このような実施形態
で、一つのＴＲＳポートだけが存在することができる。
【００９０】
　多様な実施形態は、ネットワークエンティティが上記ＵＥにＣＳＩ－ＲＳのペアを通知
することができる方法を提供し、ＣＲＳポートは、上記ＵＥによって準共存されると考慮
され、したがって、上記ＵＥは、上記ＣＲＳポートに基づいて上記ＣＳＩ－ＲＳポートに
対するチャネル推定又は時間／周波数同期化に対して要求される上記ラージスケールチャ
ネル特性を導出することができる。上記ネットワークエンティティは、暗黙的なシグナリ
ングを通して上記ＵＥに通知することができる。一例で、ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又
はポートは、上記ＵＥ（及び上記ｅＮＢ）により知らされた特定の所定の条件が満足する
場合（一例で、ＣＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳに関連する既存パラメータ値の検査により）ＣＲ
Ｓポートと準共存されると考えられる。他の実施形態で、上記ネットワークエンティティ
は、上記ＵＥに明示的なシグナリングを通して通知することができる。一例で、上記ネッ
トワークエンティティは、ＣＳＩ－ＲＳポート及び／又はリソースと準共存されると考え
られる上記ＣＲＳポート及び／又はリソースを明示的に構成することができる。他の実施
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形態で、上記ネットワークエンティティは、混合された暗黙的な及び明示的なシグナリン
グ（一例で、暗黙的なシグナリングは、明示的なシグナリングにより補完できる）を通し
て上記ＵＥに通知されることができる。
【００９１】
　暗黙的なシグナリングの一例で、ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポートは下記のよう
な条件（以下、“条件Ａ”）が満足する場合、上記ＵＥによりＣＲＳポートと共存される
と仮定することができる。
【００９２】
　上記ＣＳＩ－ＲＳシーケンスを抽出するシーケンス初期化で使用される上記パラメータ
ＸＣＳＩＲＳ（一例で、下記＜数７＞で）と上記ＣＲＳシーケンスを抽出するシーケンス
初期化で使用される上記パラメータＮＩＤ

ｃｅｌｌは同一な値である。その上、上記パラ
メータＮｓ

ＣＳＩＲＳ及び上記パラメータＮｓ
ＣＲＳも上記の同一な値になるように構成

及び／又は決定される。
【００９３】
　上記ＣＳＩ－ＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数７＞に
提供されている。
【００９４】
【数７】

【００９５】
　上記ＣＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数８＞に提供さ
れている。
【００９６】
【数８】

【００９７】
　上記ＣＲＳポートに対するＮＩＤ

ｃｅｌｌは上記サービングセルに対応するか又は上記
検出された隣接セル／通知された隣接セル（一例で、上記隣接セルのＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ
通知が送信された）のうち一つに対応することができる。ＮＩＤ

ｃｅｌｌが上記隣接セル
のうち一つに対応する場合、上記ＮＩＤ

ｃｅｌｌはＤＬ　ＣｏＭＰ動作（すなわち、上記
ＵＥは実質的に上記サービングセルの代わりに上記隣接セルからＣＳＩ－ＲＳを受信して
いる中である）を意味する。ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポートの上記パラメータＸ

ＣＳＩＲＳが通知された隣接セルのＮＩＤ
ｃｅｌｌのいずれともマッチングされない場合

、上記ＵＥは、上記該当するＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポートが上記サービングセ
ルのＣＲＳポートと準共存されると仮定することができる。一実施形態で、上記ＵＥは、
ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポートの上記パラメータＸＣＳＩ－ＲＳが上記サービン
グセルのＮＩＤ

ｃｅｌｌとマッチングされる場合、ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポー
トが上記サービングセルのＣＲＳポートと準共存されると仮定することができる。一部の
実施形態で、上記で説明されたような上記ラージスケール特性は、上記ＣＳＩ－ＲＳ密度
（ｄｅｎｓｉｔｙ）が上記ＵＥが正確なタイミング情報を獲得するには十分でない場合に
だけ上記受信されるタイミングに制限される。他の実施形態で、上記で説明されたような
上記ラージスケール特性は、追加的に又は代案として遅延拡散と、ドップラー拡散と、周
波数シフトを含むことができる。
【００９８】
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　同一なＮＩＤ
ｃｅｌｌとＮｓ

ＣＲＳを有する一つ以上のＣＲＳポートが存在する場合、
上記ＣＲＳポートが上記ＵＥによって準共存されると仮定されることができない場合、上
記ネットワークエンティティは、どのＣＲＳポートが各ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又は
ポート（一例で、ポート０と、ポート１と、ポート２と、ポート３と、ポートのサブセッ
ト、又は全てのＣＲＳポート）と準共存されると仮定されることができるかをシグナリン
グすることができる。上記シグナリングは、準―固定方式（一例で、ＭＡＣ又はＲＲＣシ
グナリング）で実行される。これは、混合された暗黙的な及び明示的なシグナリング方法
の一例である。
【００９９】
　上記ネットワークエンティティに対する追加的な柔軟性を提供するために、上記で説明
したような上記準共存仮定（すなわち、条件Ａ）は上記ネットワークエンティティにより
指示される場合に有効でありえる（すなわち、上記ネットワークエンティティが上記ＣＲ
Ｓポートと上記ＣＳＩ－ＲＳポートの上記準共存が上記ＵＥにより仮定されることができ
ないことが指示できる）。一例で、上記条件Ａによる上記準共存仮定は、上位階層シグナ
リングがＣＳＩ－ＲＳリソースに対してＣＲＳとの準共存（特定条件に従う）が仮定され
ることができない場合を指示するために提供されない場合の上記デフォルトＵＥ動作であ
る。
【０１００】
　他の例で、非―準共存（ｎｏｎ―ｑｕａｓｉｃｏ―ｌｏｃａｔｉｏｎ）は上記デフォル
トＵＥ仮定である。ＣＲＳとの準共存（特定条件に従う）は、上位階層シグナリングがＣ
ＳＩ－ＲＳリソースに対して提供される場合にだけ仮定することができる。別途の上位階
層シグナリングが柔軟な構成のための別途のＣＳＩ－ＲＳリソースに対して提供されるこ
とができる。他の例で、他のラージスケールチャネル特性に対する別途の上位階層シグナ
リング指示が提供されることができる。一例で、ある上位階層シグナリング指示は上記受
信されたタイミングに対して提供され、他の上位階層シグナリング指示は上記遅延拡散と
、ドップラー拡散と、周波数シフトに対して提供されている。このような別途のシグナリ
ング指示はＣＳＩ－ＲＳ及びＣＲＳが同一に受信されたタイミングを共有する場合にだけ
上記ＣｏＭＰシナリオ４に対して有益でありえるが、他のラージスケール特性に対しては
有益でないかもしれない。
【０１０１】
　上記で説明したような実施形態に基づいて、リリーズ１１ＵＥ動作に対するある例題デ
ザインは、上記ＣＳＩ－ＲＳの上記仮想セルＩＤが上記ＣＲＳのセルＩＤとマッチングさ
れる場合に、ＣＳＩ－ＲＳリソースが受信されたタイミングに関してＣＲＳリソースと準
共存されると仮定されることができることを含むことができる（一例で、セルＩＤはサー
ビングセルのセルＩＤ又は上記検出された隣接セル／通知された隣接セル（一例で、ここ
で、上記隣接セルのＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ通知が送信される）のセルＩＤに対応できる）。
マッチングされないことが検出される場合、ＵＥは上記サービングセルのＣＲＳポートと
受信されたタイミングの側面における準共存だけを仮定することができる。上記ＣＳＩ－
ＲＳの上記仮想セルＩＤとセルのＣＲＳのセルＩＤがマッチングされる場合（一例で、セ
ルＩＤは上記サービングセルのセルＩＤ又は上記検出された隣接セル／通知された隣接セ
ル（一例で、ここで上記隣接セルのＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ通知が送信される）のセルＩＤに
対応できる）、また特定の特性（一例で、遅延拡散と、周波数シフトと、ドップラー拡散
）に関して上記ＣＳＩ－ＲＳと上記ＣＲＳ間の準共存仮定が上記ＵＥによって仮定される
ことができる。このような仮定は、上位階層シグナリングが上記ＣＳＩ－ＲＳリソースが
上記特定特性（一例で、遅延拡散と、周波数シフトと、ドップラー拡散）に関して上記Ｃ
ＲＳと準共存されないことを示さない場合に上記デフォルトＵＥ仮定になることができる
。
【０１０２】
　このような例題デザインは３ＧＰＰＴＳ３６．８１９で説明された通りＣｏＭＰシナリ
オ１、２、３、４に対する必要性をアドレス（ａｄｄｒｅｓｓ）することができる。Ｃｏ
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ＭＰシナリオ１、２、３に対して、上記ＣＳＩ－ＲＳの仮想セルＩＤは一般的に上記セル
ＩＤと同一である。また、これはレガシ（ｌｅｇａｃｙ）ＵＥ（一例で、リリーズ１０Ｕ
Ｅ）をサポートする必要がある。ＣｏＭＰシナリオ４に対して、上記ＴＰの上記仮想セル
ＩＤは上記ＣＳＩ－ＲＳが時間及び／又は周波数で直交する場合に上記サービングセルと
同一であるか、又は上記仮想セルＩＤは上記ＴＰのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥがオーバーラップ
される場合に干渉ランダム化（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｒａｎｄｏｍｉｚａｔｉｏｎ
）目的に対して変わることができる。他の場合、ＣｏＭＰシナリオ４に対して、上記ＵＥ
は上記ＣＳＩ－ＲＳに対する上記受信されたタイミングが上記サービングセルのＣＲＳと
同一であることを仮定することができる。しかし、遅延拡散及びドップラー拡散の上記準
共存仮定は、ＣＳＩ－ＲＳがＴＰのみから送信されることができる間に、ＣＲＳがシステ
ムフレーム番号（ｓｙｓｔｅｍ　ｆｒａｍｅ　ｎｕｍｂｅｒ：ＳＦＮ）方式で送信される
ことができるので、一般的にＣｏＭＰシナリオ４に対して仮定されることができない。そ
れにもかかわらず、ＣｏＭＰがないシナリオだけでなく、ＣｏＭＰシナリオ１、２、３に
対して、上記ＣＳＩ－ＲＳポート及び上記ＣＲＳポートの上記準共存仮定は一般的に動作
する。上記復調性能は上記ＵＥが上記準共存仮定を利用することが許可されない場合に不
必要に低下される。上記で説明したようなシナリオに対する共通分母は、上記ＣＳＩ－Ｒ
Ｓの仮想セルＩＤが一般的に上記セルＩＤ（また、レガシＵＥにより仮定される）と同一
であり、上記セルＩＤは上記準共存仮定に対する条件として動作できる。しかし、ＣｏＭ
Ｐシナリオ４に対して、複数のＴＰは同一の仮想セルＩＤで構成されることができる場合
に、上記のような条件は単独では十分できないこともある。したがって、追加的な上位階
層シグナリングは、各ＣＳＩ－ＲＳリソースに対して上記ＣＲＳと準共存仮定が許可され
ない場合を指示するために提供される。
【０１０３】
　また、上記例題デザインは、レガシＵＥ（一例で、リリーズ１０ＵＥ）に対して準共存
仮定の利得を提供することができる。一例で、ＣＳＩ－ＲＳリソースはレガシＵＥにより
受信されたタイミングと、遅延拡散と、周波数シフト及び／又はドップラー拡散に関して
ＣＲＳリソースと共存できることが仮定できる。このような仮定は、ＣｏＭＰシナリオ１
、２、３を配置するネットワークで動作するレガシＵＥに対して有効である。また、上記
仮定は上記ＣＳＩ－ＲＳと上記ＣＲＳが送信ポイントの同一集合から送信される限り（一
例で、ＳＦＮ送信）、上記ＣｏＭＰシナリオ４を配置するネットワークに対して有効であ
る。
【０１０４】
　上記で説明したような実施形態に基づいて、リリーズ１１ＵＥ動作のための他の例題デ
ザインは、各ＣＳＩ－ＲＳリソースに対して、上記ネットワークエンティティが上位階層
シグナリング（一例で、上位階層シグナリングＡ）によりＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳ
ポートが上記ラージスケール特性のうち一つ又はそれ以上に関して準共存されると仮定で
きることを指示することを含むことができる。上記上位階層シグナリングＡが上記ラージ
スケール特性のうち一つ又はそれ以上に関してＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポートが準
共存されると仮定されることができると指示する場合、上記ＵＥは上記ＣＳＩ－ＲＳリソ
ースの全てのＣＳＩ－ＲＳポートとＣＲＳポートの間の上記ラージスケール特性のうち一
つ又はそれ以上に対して準共存を仮定することができ、ここで上記ＣＲＳポート（上記サ
ービングセル又は上記ＵＥにより検出又は通知される隣接セルでありえる）のセルＩＤが
上記ＣＳＩ－ＲＳリソースの仮想セルＩＤとマッチングされる。ネットワークシグナリン
グ（上位階層シグナリングＡ）が存在しない場合、ＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポート
は全ての特性に関して準共存されると仮定されることができない。
【０１０５】
　上記例題デザインで説明された上記ＵＥ動作はリリーズ１１ＣＳＩ－ＲＳリソースが構
成されるか否かに基づいて調整することができる。すなわち、上記のような準共存仮定は
ＡＳＮ．１のリリーズ１１ＣＳＩ－ＲＳリソース情報エレメント（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＩＥ）が構成される場合にだけ適用可能でありえる。上記ＵＥがレ
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ガシＣＳＩ－ＲＳリソースで構成される場合、上記ＵＥ動作は上記レガシ動作に従う。他
の例で、上記例題デザインで説明されたような上記ＵＥ動作は、上記構成された送信モー
ドに基づいて調節されることができる。特に、上記で説明したような準共存仮定は送信モ
ード１０が構成される場合にだけ適用可能であり得る。上記ＵＥが送信モード９で構成さ
れる場合、上記ＵＥ動作は上記レガシ動作に従うことができる。
【０１０６】
　上記ＣＳＩ－ＲＳとＣＲＳの間の準共存関係は、上記ネットワークエンティティからの
明示的なシグナリングにより与えられることができる。明示的なシグナリングの一方法は
、上記ＵＥに対して構成された各ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポートに対して、上記
ネットワークにより指示されるリソース内にＣＲＳリソース及び／又はポートが存在する
ことを含み、上記ネットワークにおける上記ＵＥは上記該当するＣＳＩ－ＲＳポート及び
ＣＲＳポートに対して維持するために準共存を仮定することができる。ＣＲＳリソースは
ＮＩＤ

ｃｅｌｌとＮｓ
ＣＲＳの構成により与えられることができる。ＮＩＤ

ｃｅｌｌはこ
こで参照として明示的に含まれる３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１§６．１０．１．１及び§
６．１０．１．２による上記ＣＲＳスクランブリングシーケンスの初期値及び上記ＣＲＳ
リソースエレメントの周波数シフトを決定する。上記ＵＥがＣＳＩ－ＲＳリソース及び／
又はＣＲＳポートを有するポートの準共存を仮定することを許可することは、上記ＣＳＩ
フィードバック正確度を改善させるために、上記ＣＳＩ－ＲＳリソース及び／又はポート
に対する上記チャネル推定及び／又は時間／周波数同期化性能を改善させることに有益で
ありえる。また、この実施形態は、以前と互換できないキャリア（すなわち、新しいキャ
リアタイプ）で存在できるＣＳＩ－ＲＳ及びトラッキングＲＳ（ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳ
：ＴＲＳ）の準共存関係で拡張する。この場合、一つのＴＲＳポートだけが存在すること
ができる。
【０１０７】
　上記で説明したような本開示の実施形態に基づいて、Ｒｅｌ－１１ＵＥ動作に対する例
題設計は各ＣＳＩ－ＲＳリソースに対して、上記ネットワークエンティティが上位階層シ
グナリング（一例で、上位階層Ａ）によりＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポートが上記ラ
ージスケール特性のうち一つ又はそれ以上に関して準共存されると仮定されることができ
ることを指示することを含むことができる。一実施形態で、上記上位階層シグナリングＡ
が上記ラージスケール特性のうち一つ又はそれ以上に関して準共存されると仮定されるこ
とができることを指示する場合、上記ＵＥは、上記ＣＳＩ－ＲＳリソースの全てのＣＳＩ
－ＲＳポートと上記サービングセルＩＤと関連するＣＲＳポートの間の上記ラージスケー
ル特性のうち一つ又はそれ以上に関して準共存を仮定することができる。他の実施形態で
、上記準共存タイプＢシグナリングが上記ＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポートが上記ラ
ージスケール特性（一例で、ドップラー拡散及びドップラーシフト）のうち一つ又はそれ
以上に対して準共存されると仮定されることができることを指示する場合、また、上記ネ
ットワークエンティティは、上記ＵＥが上記シグナリングされるセルＩＤと関連する上記
ＣＳＩ－ＲＳリソースの上記全てのＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポートの間のラージス
ケール特性のうち一つ又はそれ以上に関して準共存を仮定することができたることに基づ
いてセルＩＤ（上位階層シグナリングＢ）を指示する。他の実施形態で、上位階層シグナ
リングＡ及び上位階層シグナリングＢは同一である。すなわち、上記準共存ＣＲＳのセル
ＩＤの上位階層シグナリングは、また、上記ＣＳＩ－ＲＳが上記セルＩＤと関連する上記
ＣＲＳと共存されることを表す。上記ネットワークシグナリング（一例で、上位階層シグ
ナリングＡ）が存在しない場合、ＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポートは全ての特性に関
して準共存されると仮定されることができない。
【０１０８】
　上記で説明されたような本開示の実施形態に基づいて、リリーズ１１ＵＥ動作に対する
他の例題デザインは、上記ネットワークエンティティが上位階層シグナリング（一例で、
上位階層シグナリングＣ）によりＣＳＩ－ＲＳリソースＸのＣＳＩ－ＲＳポート及び上記
サービングセルのＣＲＳポートが上記ラージスケール特性のうち一つ又はそれ以上に関し
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ＳＩ－ＲＳリソースＸは上記構成された上記ＣＳＩ－ＲＳリソースの最小の上記ＣＳＩ－
ＲＳリソースＩＤに対応するＣＳＩ－ＲＳリソースに固定されることができる（すなわち
、一つの構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースだけが存在する場合、ＣＳＩ－ＲＳリソースＸ
は上記構成されたＣＳＩ－ＲＳリソースだけである）。上記ＣＳＩ－ＲＳリソースＸは、
上位階層シグナリング（一例で、ＲＲＣ）によりＣＳＩ－ＲＳリソースで構成されること
ができ、上記ＣＳＩ－ＲＳリソースは構成された上記リリーズ１１ＣＳＩ－ＲＳリソース
の一部である。上記シグナリングは、上記ＣＳＩ－ＲＳリソースＩＤを指示することがで
きる。上記ネットワークシグナリング（一例で、上位階層シグナリングＣ）が存在しない
場合、ＣＳＩ－ＲＳポート及びＣＲＳポートは全ての特性に関して準共存されると仮定さ
れない。
【０１０９】
　上記例題デザインで説明されたようなＵＥ動作は、リリーズ１１ＣＳＩ－ＲＳリソース
が構成されるか否かに基づいて調節されることができる。すなわち、上記のような動作は
、ＡＳＮ．１のリリーズ１１ＣＳＩ－ＲＳリソース情報エレメント（ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＩＥ）が構成される場合にだけ適用されることができる。上記Ｕ
Ｅがレガシ（一例で、リリーズ１０）ＣＳＩ－ＲＳリソースＩＥで構成される場合、上記
ＵＥ動作は上記レガシ動作に従う。他の例で、上記デザイン例題で説明されたような上記
ＵＥ動作は、上記構成された送信モードに基づいて調節されることができる。一例で、上
記のような動作は送信モード１０が構成される場合にだけ適用されることができる。上記
ＵＥが送信モード９で構成される場合、上記ＵＥ動作は上記レガシ動作に従う。
【０１１０】
　本開示の多様な実施形態で、一つ以上のＤＭ－ＲＳポートが準共存されると仮定される
ことができる場合、上記ＤＭ－ＲＳの直交性が否定的に影響を受けないように同一ＣＤＭ
グループに属するＤＭ－ＲＳポートを準共存されると割り当てることが有益でありえる。
一例で、ポート７及びポート８は準共存されることができ、ポート９及びポート１０は準
共存されることができる。
【０１１１】
　一例で、ＤＭ－ＲＳポートの上記可能な準共存関係が下記＜表９＞に図示されている。
ネットワークシグナリング（一例で、ＲＲＣを通した）はまた、関係の場合が上記ＵＥに
より仮定できるかを指示するために（一例で、２－ビットシグナリングを通して）使用さ
れる。
【０１１２】
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【表９】

【０１１３】
　上記のような場合１に対して、割り当てられたＤＭ－ＲＳポートの個数が４である場合
、上記ＵＥはポート７及びポート８が準共存されると仮定することができ、これに反して
ポート９及びポート１０が準共存すると仮定することができる。
【０１１４】
　上記で説明したような実施形態は、ＰＤＳＣＨ受信（ＤＭ－ＲＳを基盤とする）又はＣ
ＳＩフィードバック（ＣＳＩ－ＲＳを基盤とする）に対して上記チャネル推定及び／又は
時間／周波数同期化性能を改善させるために使用される。多様な実施形態で、上記ＵＥは
ＣｏＭＰで動作するように構成される場合、単一ＦＦＴタイミングを使用して依然として
ＤＬ信号を受信することができる。準ー固定又は動的でありえる、次のようなＵＥー特定
シグナリングはＣｏＭＰで動作するように構成される場合、ＤＬ信号受信のＳＮＲが向上
するように、上記ＵＥがＤＬ信号受信のための上記ＤＬタイミング（すなわち、ＦＦＴタ
イミング）を決定することを手伝うように提案される。上記ネットワークエンティティは
上記ＵＥがＤＬ受信（一例で、ＰＤＳＣＨ復調と、ＣＳＩ－ＲＳ受信、等）に対して非ー
サービングセル（一例で、隣接セル）又はＴＰ（上記サービングセルと同一セルＩＤを有
するか又は有しない）からのＤＬ信号（一例で、ＲＳ）と同期化できるかを指示するため
にネットワークシグナリング（一例で、ＲＲＣを通し）を提供できる。上記シグナリング
無しで、上記ＵＥは上記サービングセルと同期化することができる。また、上記ネットワ
ークは、同期化のために特定セル（一例で、セルＩＤにより）又はＴＰ（ＣＳＩ－ＲＳリ
ソース（及び選択的にセルＩＤ））を指示できるか、上記ＵＥはＵＳ特許出願番号１３／
６２６、５７２で説明された通り、構成されたＣｏＭＰ特定集合から選択されることがで
きる。上記ＴＰはＣＳＩ－ＲＳリソース構成（一例で、構成インデックスと、サブフレー
ム構成インデックスと、ＣＳＩ－ＲＳポートの個数と、シーケンス初期化のために要求さ
れるシグナリング）により指示できる。
【０１１５】
　また、シグナリングは同期化、一例でＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、又は全てに対して使われ
なければならないＲＳのタイプを指示するために提供されることができる。ＣＲＳの場合
、追加的なシグナリングが上記ネットワークによりどのＣＲＳポートが同期化、一例でポ
ート０又はポート１及び上記セルＩＤに対して上記ＵＥにより使われなければならないか
を指示するために選択的に提供されることができる。上記デフォルトポート及び上記サー
ビングセルのポート０になることができる。ＣＳＩ－ＲＳの場合、上記ＵＥは上記ＣＳＩ
－ＲＳシーケンスを抽出するためにシーケンス初期化で使用される上記パラメータＸＣＳ
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ＩＲＳが検出された隣接セルの上記値（上記ＣＲＳを検出するためにシーケンス初期化で
使用される）とマッチングされる場合、非ーサービングセルに属するＣＳＩ－ＲＳポート
を認識できる。
【０１１６】
　上記ＣＳＩ－ＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数９＞に
提供されている。
【０１１７】
【数９】

【０１１８】
　上記ＣＲＳシーケンス初期化数式を計算するための数式の一例が下記＜数１０＞に提供
されている。
【０１１９】

【数１０】

【０１２０】
　隣接セルに属しているＣＳＩ－ＲＳポートを認識する場合、上記ＵＥは、上記で説明し
たように上記準共存仮定が維持される、時間／周波数同期化を助けるために上記サービン
グセルのＣＲＳを使用することができる。結果的に、ＣＲＳ及びＣＳＩ－ＲＳ情報の全て
は同期化目的のために使用される。上記準共存仮定が維持されない場合、上記ＵＥは、時
間／周波数同期化を手伝うために上記隣接セルのＣＲＳを使用することができない。
【０１２１】
　上記ＵＥは、常に上記タイミングが上記ＰＳＳ／ＳＳＳ及び上記サービングセルのＣＲ
Ｓにより与えられる上記サービングセルから信号を受信することが可能でなければならな
い。したがって、ＣｏＭＰに対して新しいＦＦＴタイミングを決定するこの実施形態によ
って上記ネットワークエンティティで構成される場合、又は複数のＣＳＩ－ＲＳリソース
がＵＳ特許出願番号１３／６２６、５７２で説明されるように構成される場合、上記ＦＦ
Ｔタイミングは、上記サービングセルのＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳの最も速い信号到着時間
とこの実施形態又はＵＳ特許出願番号１３／６２６、５７２で説明されているような新し
いタイミング基準で決定される。
【０１２２】
　しかし、アップリンク送信及びタイミングアドバンス（ｔｉｍｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅ
）の目的のために、上記タイミング基準はＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳに基づく必要がある。
一つの方法で、上記タイミング基準は、また上記アップリンク送信及びタイミングアドバ
ンスに対して修正される。
【０１２３】
　上記で説明したような実施形態は、ＰＤＳＣＨ受信（ＤＭ－ＲＳを基盤とする）又はＣ
ＳＩフィードバック（ＣＳＩ－ＲＳを基盤とする）に対して上記チャネル推定及び／又は
時間／周波数同期化性能を改善させるために使用される。多様な実施形態で、上記ＵＥは
ＣｏＭＰで動作するように構成される場合、単一ＦＦＴタイミングを使用して依然として
ＤＬ信号を受信することができる。準ー固定又は動的でありえる、次のようなＵＥー特定
シグナリングはＣｏＭＰで動作するように構成される場合、ＤＬ信号受信のＳＮＲが向上
することができるように、上記ＵＥがＤＬ信号受信のための上記ＤＬタイミング（すなわ
ち、ＦＦＴタイミング）を決定することを手伝うように提案される。
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【０１２４】
　上記ネットワークエンティティは上記サービングセル（一例で、上記サービングセルの
ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳから）から獲得される上記ＦＦＴタイミングに関して上記ＵＥに
より、適用されなければならないＦＦＴタイミングの調整を指示するネットワークシグナ
リング（一例で、ＲＲＣ又はＭＡＣシグナリング）を提供することができる。一例で、上
記ＵＥのノミナル（ｎｏｍｉｎａｌ）ＦＦＴタイミング（一例で、上記サービングセルの
ＰＳＳ／ＳＳＳ／ＣＲＳから導出されたＦＦＴタイミング）がｔである場合、上記ネット
ワークシグナリングはΔｔを指示でき、上記ＵＥには上記ＵＥのＦＦＴタイミングがｔ－
Δｔと考慮することが望ましい。また、上記ＵＥに上記ＦＦＴタイミングがｔ－Δｔにな
るように修正することが要求されるように厳格な条件が適用されることができる。より一
般的に、上記ＵＥは一つ又はそれ以上のタイミング推定と、チャネル推定と、デコーディ
ング及び復調を含むことができる受信器動作でΔｔのネットワークシグナリングが考えら
れる。一例で、Δｔは最も悪い場合のタイミングオフセットと定義されることができる。
【０１２５】
　多くの例題で、Δｔは正の値であり、したがって上記タイミング調整は上記で説明した
ように上記ＵＥによりミスされる可能な速い経路を復元するために上記ＦＦＴタイミング
を早めにすることを含む。しかし、負数Δｔ値は一部の実施形態で使用されることができ
る。選択的に、上記ＵＥは上記指示されたタイミング、一例で、ｔ－Δｔ－δｔに追加的
にＦＦＴタイミング調整の最適化を実行することができ、δｔは上記ＵＥにより適合に見
なされる追加的な調整値である。
【０１２６】
　上記で説明したように、シグナリングは、上記ネットワークエンティティ（一例で、Ｒ
ＲＣのような上位階層シグナリングを通して）により上記ＵＥにＤＭ－ＲＳリソース（一
例で、特定のｎＳＣＩＤ値と関連する、仮想セルＩＤとサブフレームオフセットなどのよ
うなＤＭ－ＲＳ構成の集合で識別される）及びＣＳＩ－ＲＳリソース（一例で、そのリソ
ースＩＤ又はＣＳＩプロセスＩＤにより識別される）間の上記準共存関係を指示するため
に提供されることができる。一例として、＜表１０＞は、ＤＭ－ＲＳリソースとＣＳＩ－
ＲＳリソースの間の準共存関係を図示し、ＸＤＭＲＳ（０）はｎＳＣＩＤ＝０により指示
される上記ＤＭＲＳ仮想セルＩＤとして考慮され、ＸＤＭＲＳ（１）はｎＳＣＩＤ＝１に
より指示される上記ＤＭＲＳ仮想セルＩＤとして考慮される。
【０１２７】
【表１０】

【０１２８】
　ＤＭ－ＲＳリソースの個数及びＬ１　ＣＳＩフィードバックのために上記ＵＥに対して
構成されるＣＳＩ－ＲＳリソースの個数は相異することがある。一例で、上記ＤＭ－ＲＳ
リソースの個数は２であってもよく、ＣｏＭＰ測定集合のために構成されるＣＳＩーリソ
ースの個数は３であってもよい。この例で、一般的な配置シナリオで、各ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースはＣｏＭＰ協力領域で送信ポイント（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ：Ｔ
Ｐ）に対応され、上記動的ポイント選択（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｐｏｉｎｔ　Ｓｅｌｅｃｔｉ
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ｏｎ：ＤＰＳ）送信方式は３個の全てのＴＰを含むことができる。この場合、あるＤＭ－
ＲＳリソースは一つ以上のＣＳＩ－ＲＳリソースと準共存できるが、他の時間（一例で、
サブフレーム）では、一例で下記＜表１１＞及び図７のようであり得る。＜表１１＞は２
個のＤＭ－ＲＳリソース及び３個のＣＳＩ－ＲＳリソースの間の準共存関連を図示してい
る。
【０１２９】
【表１１】

【０１３０】
　図７は、本開示の多様な実施形態によって時間の経過によるＤＭ－ＲＳリソース及びＣ
ＳＩ－ＲＳリソース準共存構成を図示している図である。この実施形態で、ＤＭ－ＲＳリ
ソース１は、サブフレームｎでＣＳＩ－ＲＳリソース１と準共存され、サブフレームｎ＋
１ではＣＳＩ－ＲＳリソース２と準共存され、これに反してＤＭ－ＲＳリソース２はサブ
フレームｎ＋２乃至サブフレームｎ＋ｋでＣＳＩ－ＲＳリソース３と準共存される。この
実施形態で、追加的なシグナリングメカニズム（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｍｅｃｈａｎｉｓ
ｍ）はどのＣＳＩ－ＲＳリソース（一例で、ＣＳＩ－ＲＳリソース１又はＣＳＩ－ＲＳリ
ソース２）がサブフレーム基盤でＤＭ－ＲＳリソース１と準共存されると仮定されなけれ
ばならないかを正確に指示するために要求されることができる。追加的なビットは上記で
説明したような情報を指示するためにＤＭ－ＲＳを有する上記ＤＬ割当を割り当てるため
に使用される上記ＤＣＩフォーマットでプロビジョン（ｐｒｏｖｉｓｉｏｎ）される。一
例で、＜表１１＞のように上記情報を伝達する上記上位階層シグナリングにおける一つの
追加的なビットは、ＤＭ－ＲＳリソース１が割り当てられる場合にＣＳＩ－ＲＳリソース
１又はＣＳＩ－ＲＳリソース２を指示するために上記ＤＬ割当で導入されることができる
。この情報は上記ＤＣＩフォーマットで追加的なシグナリングオーバーヘッドを発生させ
ることなくシグナリングされることができる。一例で、上記ＤＣＩフォーマットで２個の
パラメータ、すなわちＤＭ－ＲＳシーケンス初期化のために使用される上記ｎＳＣＩＤ（
一例で、下記＜数１１＞でＸＤＭＲＳはｎＳＣＩＤにより指示される仮想セルＩＤである
）及び上記ディセイブル（ｄｉｓａｂｌｅ）されたトランスポートブロック（ｔｒａｎｓ
ｐｏｒｔ　ｂｌｏｃｋ）のＮＤＩは上記準共存仮定を共に指示するために使用される。こ
こで、上記ｎＳＣＩＤは上記ＤＭ－ＲＳリソースを指示するために仮定される。下記＜表
１２＞は準共存仮定を指示する上記ＤＣＩフォーマットでディセイブルされたトランスポ
ートブロックのｎＳＣＩＤとＮＤＩの共同使用の一例を図示している。この例で、準共存
仮定の解析はまた上記割り当てられたランク（一例で、階層等の個数）を基盤とする。上
記ディセイブルされたトランスポートブロックの再使用されるＮＤＩは一例であるにすぎ
ない。上記ＤＣＩフォーマットで他のビットは、また、上記他のビットが特定場合で特定
の目的をサービスしなかったり又はこの目的のために上記他のビットを再使用することが
元の意図されたビットに対する目的に対して否定的な影響を及ばない場合に、この目的の
ために再使用されることができる。上記ＤＭ－ＲＳシーケンス初期化数式を計算するため
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の数式の一例は下記＜数１１＞に提供されている：
【０１３１】
【数１１】

【０１３２】
【表１２】

【０１３３】
　上記ＵＥは、一例で＜表１１＞に図示されるように、又は下記で具体的に説明されるよ
うに、ＤＭ－ＲＳリソース及びＣＳＩ－ＲＳリソースの間の上記準ー固定準共存関係に基
づいて上位階層シグナリング（一例で、ＲＲＣ）により構成されることができる。上記Ｕ
Ｅはサブフレーム基盤で（一例で、上記＜表１２＞に図示されるように）上記準共存仮定
を決定するために上記ＤＣＩフォーマットで上記ｎＳＣＩＤ値を検出する。
【０１３４】
　多様な実施形態はＤＭ－ＲＳリソースと上記ＣＳＩ－ＲＳリソースをリンク（ｌｉｎｋ
）することを提供する。上記ＲＲＣシグナリング構造は上記ＤＭ－ＲＳリソースと上記Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソースがどのようにリンクされるかを指示するためにシグナリングされるこ
とができる。上記非ーゼロ電力（ｎｏｎ―ｚｅｒｏ　ｐｏｗｅｒ）ＣＳＩ－ＲＳリソース
は、これに限定されるものではなく、例えば、ＣＳＩ－ＲＳ構成と、サブフレーム構成と
、Ｐｃと、ＡｎｔｅｎｎａＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔなどを含むことができる。一部の実施形
態で、ＰｃとＣＳＩ－ＲＳリソースを関連付ける代りに、他の設計はＰｃとＣＳＩプロセ
スを関連させる。
【０１３５】
　一例（すなわち、例題１）で、上記ネットワークエンティティがＤＭ－ＲＳリソースと
ＣＳＩ－ＲＳリソース間の上記準共存関係を上記ＵＥに指示するために提供されるシグナ
リングは、次のような好ましいシグナリング構造を有することができる：
【０１３６】
　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ｛
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＸＣＳＩＲＳ　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆｏｒ　
ＣＳＩーＲＳ）
　　　　　　　　　　　　Ｎｏｎーｚｅｒｏ　ｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒ
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ｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　　｝
　　　　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ｛
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　１｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（０）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤｓ　（ｔｈ
ｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ　ｔｈａｔ　
ｃａｎ　ｂｅ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ），　ｅ．ｇ．　｛ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　１，　ＣＳＩ　
ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　２｝
　　　　｝
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　２｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（１）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤｓ　（ｔｈ
ｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ　ｔｈａｔ　
ｃａｎ　ｂｅ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ），　ｅ．ｇ．　｛ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　３｝
　　　　｝
　　　　｝
【０１３７】
　上記のような例の変更（すなわち、例題１ａ）で、上記好ましいシグナリング構造は、
次を含むことができる：
　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ｛
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ
　　　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ
　　　　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　　｝
　　　　　　　・・・
　　　　｝
　　　　
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
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　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ｛
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　１｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（０）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤｓ　（ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　
ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ（ｓ）　ｔｈａｔ　ｃａｎ　ｂｅ　ｑｕａｓｉ　ｃｏー
ｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ），　ｅ．ｇ．
　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　１｝　ｏｒ　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ＩＤ　１，　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　２｝
　　　　｝
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　２｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（１）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　
ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄｓ
　　　　｝
　　　　｝
【０１３８】
　上記のような例の変更（すなわち、例題１ｂ）で、ＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ネット
ワークによりセルのＣＲＳと準共存されるとシグナリングされる場合、上記準共存ＣＲＳ
に関する情報は、次のような好ましいシグナリング構造を使用して上記ＣＳＩ－ＲＳリソ
ース構成に含まれることができる：
【０１３９】
　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ｛
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　　｝
　　　　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
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　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｉｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ａ　ＣＲＳ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｉｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃ
ｅｌｌ　ＣＲＳ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｉｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ａ　ＣＲＳ
　　　　　　　　　　　　　ＣＲＳ　ｃｅｌｌーＩＤ　（ｏｐｔｉｏｎａｌ）
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ｛
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　１｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（０）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
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　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤｓ　（ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　
ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ（ｓ）　ｔｈａｔ　ｃａｎ　ｂｅ　ｑｕａｓｉ　ｃｏー
ｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ），　ｅ．ｇ．
　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　１｝　ｏｒ　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ＩＤ　１，　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　２｝
　　　　｝
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　２｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（１）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．，　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄｓ
　　　　｝
　　　　｝
｝
【０１４０】
　上記のような例の変更（すなわち、例題１ｃ）で、ＣＳＩ－ＲＳリソースが上記ネット
ワークによりセルのＣＲＳと準共存されるとシグナリングされる場合、上記準共存ＣＲＳ
に関する情報は次のような好ましいシグナリング構造を使用して上記ＣＳＩ－ＲＳリソー
ス構成に含まれることができる：
【０１４１】
　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ｛
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　　｝
　　　　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅ
ｄ　ＣＲＳ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
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　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓ
ｏｕｒｃｅ　ｉｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃ
ｅｌｌ　ＣＲＳ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ｛
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　１｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（０）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤｓ　（ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　
ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ（ｓ）　ｔｈａｔ　ｃａｎ　ｂｅ　ｑｕａｓｉ　ｃｏー
ｌｏｃａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ），　ｅ．ｇ．
　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　１｝　ｏｒ　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ＩＤ１，　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　２｝
　　　　｝
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　２｛
　　　　　　　　　　　　　ＸＤＭＲＳ（１）　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆ
ｏｒ　ＤＭＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｙ）
　　　　　　　　　　　　　・・・　（ｅ．ｇ．　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄｓ
　　　　｝
　　　　｝
【０１４２】
　２番目の例（すなわち、例題２）で、上記ネットワークエンティティにより提供されて
いるシグナリングは、次のような好ましいシグナリング構造を使用してＣＳＩ－ＲＳリソ
ースパラメータ値とＤＭ－ＲＳリソースパラメータ値の暗黙的なリンクを許可することが
できる：
【０１４３】
　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ｛
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＸＣＳＩＲＳ　（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｆｏｒ　
ＣＳＩーＲＳ）
　　　　　　　　　　　　Ｎｏｎーｚｅｒｏ　ｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒ
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ｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　　｝
　　　　　｝
　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ｛
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　１　｛
　　　　　　　　　　　　　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤｓ　（ＣＳ
Ｉ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　ｎｏｔ　ｏｎｌｙ　ｉｎｄｉｃａｔｅｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏ
ーｌｏｃａｔｉｏｎ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，　ｂｕｔ　ａｌｓｏ　ｉｎｄｉｃａｔｅ
ｓ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｖａｌｕｅｓ，　ｅ．ｇ．　ｔｈｅ　ｖｉ
ｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ＤＭーＲＳ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　
ｏｆｆｓｅｔ　（ｅ．ｇ．　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ＤＭーＲＳ　ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　１　ｉｓ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ　ａｓ　ｔｈｅ　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ
　ＩＤ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＣＳ
Ｉ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｄ），　ｓｉｍｉｌａｒｌｙ　ｆｏｒ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆ
ｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　ｅ．ｇ．　｛ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　１，　ＣＳＩ
　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　２｝
　　　　｝
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　２　｛
　　　　　　　　　　　　　Ｌｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤｓ　（ＣＳ
Ｉ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　ｎｏｔ　ｏｎｌｙ　ｉｎｄｉｃａｔｅｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏ
ーｌｏｃａｔｉｏｎ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，　ｂｕｔ　ａｌｓｏ　ｉｎｄｉｃａｔｅ
ｓ　ｔｈｅ　ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｖａｌｕｅｓ，　ｅ．ｇ．　ｔｈｅ　ｖｉ
ｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ＤＭーＲＳ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　
ｏｆｆｓｅｔ　（ｅ．ｇ．　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ＤＭーＲＳ　ｒｅ
ｓｏｕｒｃｅ　２　ｉｓ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ　ａｓ　ｔｈｅ　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ
　ＩＤ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＣＳ
Ｉ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ），　ｓｉｍｉｌａｒｌｙ　ｆｏｒ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆ
ｆｓｅｔ）
　　　　　　　　　　　　ｅ．ｇ．　｛ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ＩＤ　３｝
　　　　｝
　　　　｝
【０１４４】
　上記のような例の変更（すなわち、例題２ａ）で、ＣＳＩ－ＲＳリソースパラメータ値
とＤＭ－ＲＳリソースパラメータ値の暗黙的なリンクを許可する好ましいシグナリング構
造は、次を含むことができる：
【０１４５】
　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ｛
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ
　　　　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　　｝
　　　　　｝
　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ



(42) JP 2015-515219 A 2015.5.21

10

20

30

40

50

　　　　　　　　　　ＣＳＩーＲＳ　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ｉｄ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　Ｎｏｎ　ｚｅｒｏーｐｏｗｅｒ　ＣＳＩーＲＳ　ｓｕｂｆｒａｍｅ
　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ　｛
　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ　ｘ　｛
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　　ＩＭＲ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｃｏｎｆｉｇ
　　　　　　　　　・・・
　　　　　　　｝
　　　　・・・
　　　　｝
　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　ｌｉｓｔ｛
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　１　｛
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤｓ　（ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　ＩＤ　ｎｏｔ　ｏｎｌｙ　ｉｎｄｉｃａｔｅｓ　ｑｕａｓｉ　ｃｏーｌｏｃａｔ
ｉｏｎ　ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，　ｂｕｔ　ａｌｓｏ　ｉｎｄｉｃａｔｅｓ　ｔｈｅ　
ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｖａｌｕｅｓ，　ｅ．ｇ．　ｔｈｅ　ｖｉｒｔｕａｌ　
ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ＤＭーＲＳ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓｅｔ
　（ｅ．ｇ．　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ　ＤＭーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ
　１　ｉｓ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ　ａｓ　ｔｈｅ　ｖｉｒｔｕａｌ　ｃｅｌｌ　ＩＤ　ｏｆ
　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　ｗｉｔｈ　ｔｈｅ　ＣＳＩーＲＳ　ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄ），　ｓｉｍｉｌａｒｌｙ　ｆｏｒ　ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｏｆｆｓ
ｅｔ）
　　　　　　　　　　　　　ｅ．ｇ．　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　１｝
　ｏｒ　｛ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　１，　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ＩＤ　２｝
　　　　｝
　　　　　　　　　ＤＭーＲＳ　ｃｏｎｆｉｇ　２　｛
　　　　　　　　　　　　　Ａ　ＣＳＩーＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤ　ｏｒ　ａ　ｌ
ｉｓｔ　ｏｆ　ＣＳＩ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ＩＤｓ　
　　　　｝
　　　　｝
【０１４６】
　ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳに対する多様な実施形態で、ｅＮＢは上記ＥＰＤＣＣＨ　Ｄ
ＭＲＳとＣＳＩ－ＲＳリソースとの間の上記準共存関係のＵＥ（一例で、ＲＲＣのような
上位階層シグナリングにより）を構成する。上記ｅＮＢは、上記ＥＰＤＣＣＨに対してＣ
ＳＩリソースＩＤを構成することで、上記ＵＥの上記準共存関係を構成することができる
。一例で、ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳに対して、上記ｅＮＢ　ＵＥは仮想セルＩＤ及びＣ
ＳＩリソースＩＤを特定に構成する。ＵＥが仮想セルＩＤとＣＳＩリソースＩＤで構成さ
れる場合、上記ＵＥは、上記ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳのスクランブリングシーケンスを獲
得するために上記仮想セルＩＤを使用し、上記ＵＥは、上記ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳと上
記ＣＳＩリソースＩＤと関連するＣＳＩ　ＲＳが準共存されると仮定する。
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【０１４７】
　他の例で、ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳに対して、上記ｅＮＢは少なくとも一つのペアの
仮想セルＩＤとＣＳＩリソースＩＤを特定に構成する。一例で、ＵＥは２個のペアの仮想
セルＩＤとＣＳＩリソースＩＤで構成されることができる。次に、上記ＵＥは、２個の仮
設（ｈｙｐｏｔｈｅｓｅｓ）で上記ＥＰＤＣＣＨでＤＣＩをブラインド検出しようと試し
、ここで上記２個の仮設のうち一つは第１のペアを有し、残りの一つは第２のペアを有す
る。上記ＵＥが上記第１のペアのパラメータでＤＣＩをブラインド検出する場合、上記Ｕ
Ｅは、上記ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳのスクランブリングシーケンスを獲得するために、
上記第１のペアの仮想セルＩＤを使用し、上記ＵＥは、上記第１のペアのＣＳＩリソース
ＩＤと関連するＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳ及びＣＳＩ　ＲＳが準共存されると仮定する。
同様に、上記ＵＥが上記第２のペアでＤＣＩをブラインド検出する場合、上記ＵＥは上記
第２のペアの仮想セルＩＤでスクランブリングされた上記ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳと上
記第２のペアのＣＳＩリソースＩＤと関連するＣＳＩ－ＲＳが準共存されると仮定する。
【０１４８】
　他の例で、ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳに対して、上記ｅＮＢはＣＳＩリソースＩＤを特
定に構成する。ＵＥがＣＳＩリソースＩＤで構成される場合、上記ＵＥは上記ＣＳＩリソ
ースＩＤにより指示される上記ＣＳＩ－ＲＳ構成から上記ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳのス
クランブリングシーケンスを導出するために仮想セルＩＤを導出し、上記ＵＥは上記ＣＳ
ＩリソースＩＤと関連する上記ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳ及びＣＳＩ　ＲＳは準共存され
ると仮定する。ここで、上記導出された仮想セルＩＤは、上記ＣＳＩリソースＩＤと関連
するＣＳＩ－ＲＳに対して構成された上記仮想セルＩＤと同一であり得る。
【０１４９】
　ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳに対する一実施形態で、２個のＣＳＩリソースＩＤが別途に
構成されるが、一つは局部的なＥＰＤＣＣＨのためのものであり、残りの一つは分散され
たＥＰＤＣＣＨのためのものである。この方法は、ＣｏＭＰシナリオ４で有用であり、上
記ＣｏＭＰシナリオ４で、局部的なＥＰＤＣＣＨは領域分割のためにピコセルから送信さ
れ、分散されたＥＰＤＣＣＨはＳＦＮ方法で送信される。ある特定場合で、上記局部的な
ＥＰＤＣＣＨのためのＤＭ－ＲＳは同一サブフレームで、上記ＰＤＳＣＨに対するＤＭ－
ＲＳと準共存されると仮定できる。この場合、共通ＣＳＩリソースＩＤは二つのＤＭ－Ｒ
Ｓに対して使用される。ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳに対する他の実施形態で、共通ＣＳＩ
リソースＩＤは局部的な及び分散されたＥＰＤＣＣＨ（一例で、簡単性のために）に対し
て構成される。
【０１５０】
　他の実施形態で、ＥＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳとＣＲＳの間のデフォルト準共存関係が定義
される。この場合、上記ネットワークによる明示的な構成が存在しない場合、ＵＥは、Ｅ
ＰＤＣＣＨ　ＤＭ－ＲＳとＣＲＳが準共存されると仮定することができる。分散されたＥ
ＰＤＣＣＨのＤＭＲＳに対する他の実施形態で、ＵＥは、ＣＲＳが上記ＥＰＤＣＣＨと準
共存されると仮定することができる。一方、、局部的なＥＰＤＣＣＨのＤＭＲＳに対して
、上記ＵＥはＣＳＩ－ＲＳが上記ＥＰＤＣＣＨと準共存されると仮定することができ、こ
こで上記ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳと局部的なＥＰＤＣＣＨ間の上記準共存情報を表
すために構成されたＣＳＩリソースＩＤに該当するＣＳＩ－ＲＳである。他の実施形態で
、上記ＥＰＤＣＣＨのＤＭＲＳはＣＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＲＳのうちどれにも柔軟にマ
ッピングされることができる（一例で、上記ＥＰＤＣＣＨのＤＭＲＳに対するＣＳＩリソ
ースＩＤを構成することによって）。上記ＣＳＩリソースＩＤ０がＣＲＳのために使用さ
れることができ、正の整数ＣＳＩリソースＩＤがＣＳＩ－ＲＳのために使用される。
【０１５１】
　図８は、本開示の多様な実施形態によるＵＥによって準共存基準信号ポートを識別する
他のプロセスを図示している図である。一例で、図８に図示されている上記プロセスは図
４の上記受信器４１０により実行される。また、上記プロセスは図５の上記ＵＥ５０５に
より実現されることができる。
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【０１５２】
　上記プロセスは、上記ＵＥとダウンリンク制御情報を受信することを開始する（ステッ
プ８０５）。一例で、ステップ８０５で、上記ダウンリンク制御情報は上位階層シグナリ
ングされたり（一例で、ＲＲＣを通し）又は動的にシグナリングされる（一例で、ＰＤＣ
ＣＨ又はＥＰＤＣＣＨ）。
【０１５３】
　次に、上記ＵＥは、上記ＵＥに対して構成されたＤＭ－ＲＳポートと準共存されるＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースを識別する（ステップ８１０）。一例で、ステップ８１０で、上記ＵＥ
は、上記ＣＳＩ－ＲＳポート及び／又はＤＭ－ＲＳポート割当を識別することができ、次
に上記で説明したような実施形態によって上記制御情報から上記準共存仮定の指示を識別
することができる。追加的に、上記ＵＥは、上記ＣＳＩ－ＲＳポートと関連するＣＲＳポ
ートが上記ＣＳＩ－ＲＳリソースが上記割り当てられたＤＭ－ＲＳリソースと準共存され
ると識別することに対する応答として、上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存さ
れると識別することができる。
【０１５４】
　次に、上記ＵＥは、上記ＤＭ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別する（ス
テップ８１５）。上記割り当てられたＤＭ－ＲＳポートと準共存される上記ＣＳＩ－ＲＳ
ポートは、上記ＤＭ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特性のうち少なくとも一部
が上記割り当てられたＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特性から解析され
ることができ、その逆も同一であることを意味する。一例で、ステップ８１５で、上記Ｕ
Ｅは上記割り当てられたＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性に基づいて上記
ＤＭ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特性を抽出することができる。一例で、上
記導出されたラージスケール特性は、ドップラーシフトと、ドップラー拡散と、平均遅延
、又は遅延拡散のうち一つ又はそれ以上を含むと説明したが、それに限定されるものでは
ない。
【０１５５】
　次に上記ＵＥはチャネル推定と、時間同期化、又は周波数同期化のうち少なくとも一つ
を実行する（ステップ８２０）。一例で、ステップ８２０で、上記ＵＥは、上記ＤＭ－Ｒ
Ｓ及び／又は上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記識別されたラージスケール特性を使用
して上記チャネル推定を実行することができる。上記識別されたラージスケール特性は、
上記チャネル推定を改善させるために測定された特性に追加して又は測定された特性に代
えて使用されることができる。追加的に、又は選択的に、上記ＵＥはタイミング及び／又
は周波数同期化に対する上記識別されたラージスケール特性を使用することができる。
【０１５６】
　図９は本開示の多様な実施形態によるＵＥによって準共存基準信号ポートを識別する他
のプロセスを図示している図である。一例で、図９に図示されている上記プロセスは図４
の上記受信器４１０により実行できる。また、上記プロセスは図５の上記ＵＥ５０５によ
り実現されることができる。
【０１５７】
　上記プロセスは、上記ＵＥとダウンリンク制御情報を受信することを開始する（ステッ
プ９０５）。一例で、ステップ９０５で、上記ダウンリンク制御情報は上位階層シグナリ
ングされることができる（一例で、ＲＲＣを通して）。
【０１５８】
　次に、上記ＵＥは、上記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存されるＣ
ＲＳポートを識別する（ステップ９１０）。一例で、ステップ９１０で、上記ＵＥは上記
ＣＳＩ－ＲＳポート及び／又はＣＲＳポート割当を識別することができ、次に上記で説明
したような実施形態によって上記制御情報から上記準共存仮定の指示を識別することがで
きる。ある特定の例題で、上記ＵＥは、上記ダウンリンク制御情報から、一つ又はそれ以
上のＣＲＳポートに関連するセル識別子と、上記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－ＲＳリ
ソースと関連する一つ又はそれ以上のＣＳＩ－ＲＳポートを識別することができ、次に上
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記一つ又はそれ以上の識別されたＣＲＳポートは、上記ＵＥに対して構成されたＣＳＩ－
ＲＳリソースと関連する上記一つ又はそれ以上の識別されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存
されると決定することができる。
【０１５９】
　次に、上記ＵＥは、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対するラージスケール特性を識別する（
ステップ９１５）。上記構成されたＣＳＩ－ＲＳポートと準共存される上記ＣＲＳポート
は、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラージスケール特性のうち少なくとも一部が上
記ＣＲＳポートに対する上記ラージスケール特性から解析されることができ、その逆も同
一であることを意味する。一例で、ステップ９１５で、上記ＵＥは、上記構成されたＣＲ
Ｓポートに対するラージスケール特性に基づいて上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記ラ
ージスケール特性を抽出することができ、その逆も同一であることを意味する。一例で、
上記ラージスケール特性は、ドップラーシフトと、ドップラー拡散と、平均遅延、又は遅
延拡散のうち一つ又はそれ以上を含むことに説明したが、それに限定されるものではない
。
【０１６０】
　次に、上記ＵＥは、チャネル推定と、時間同期化、又は周波数同期化のうち少なくとも
一つを実行する（ステップ９２０）。一例で、ステップ９２０で、上記ＵＥは、上記ＣＲ
Ｓポート又は、上記ＣＳＩ－ＲＳポートに対する上記識別されたラージスケール特性を使
用し、上記チャネル推定を実行することができる。
【０１６１】
　上記識別されたラージスケール特性は上記チャネル推定を改善させるために測定された
特性に追加して又は測定された特性に代えて使用されることができる。追加的に、又は選
択的に、上記ＵＥはタイミング及び／又は周波数同期化に対する上記識別されたラージス
ケール特性を使用することができる。
【０１６２】
　図８及び図９は、ＵＥが準共存基準信号ポートを区分するプロセスの例を図示している
が、多様な変更が図８及び図９に反映されることができる。一例で、連続的な過程が図示
されているが、各図面で多様な動作はオーバーラップされ、並列で発生されたり、他の順
序で発生されたり、又は複数回発生されることがある。
【０１６３】
　一方、本開示は好ましい実施例に関し説明したが、多様な変形及び修正が該当技術分野
の当業者に提示されることができる。本開示は添付される請求項の範囲内で上記のような
変形及び修正を含むことができる。
【符号の説明】
【０１６４】
１００　無線システム
１０１　基地局
１０１－１０３　基地局
１１１－１１６　ユーザ端末機
１２０　カバレッジ領域
１２５　カバレッジ領域
１３０　ネットワーク
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月17日(2014.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムにおける通信を実行する装置であって、
　少なくとも１つの復調基準信号（ＤＭＲＳ）ポートを指示する復調基準信号（ＤＭＲＳ
）情報と少なくとも１つのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを指示する
準共存情報とを含む制御チャネル信号を取得し、前記ＤＭＲＳ情報及び前記準共存情報に
基づいて前記制御チャネル信号により指示されたデータチャネル信号を取得するように構
成される受信回路と、
　前記受信回路の動作を制御するように構成される制御部とを含み、
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポート及び前記準共存情報
に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートは、ドップラーシフト、ドップラー
拡散、平均遅延、及び遅延拡散の中の少なくとも１つの観点で準共存することを特徴とす
る通信装置。
【請求項２】
　前記受信回路は、前記準共存情報の値に関連したＣＳＩ－ＲＳ情報を指示する無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）シグナリングを取得するように構成されることを特徴とする請求項１
に記載の通信装置。
【請求項３】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートは、ポート７乃至ポ
ート１４のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に
対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存することは、前記ＤＭＲＳ
情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートのラージスケール特性が前記準共存
情報に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートのラージスケール特性から導出
されることができることを意味し、
　前記ラージスケール特性は、ドップラーシフト、ドップラー拡散、平均遅延、及び遅延
拡散のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記受信回路は、準共存タイプ情報を取得するように構成され、
　前記制御部は、前記準共存タイプ情報が第１のタイプである場合に、すべてのＣＲＳポ
ートとＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存するものと仮定することを特徴とする請求項１に記
載の通信装置。
【請求項６】
　前記受信回路は、準共存タイプ情報を取得するように構成され、
　前記制御部は、前記準共存タイプ情報が第２のタイプである場合に、前記ＤＭＲＳ情報
に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に対応する前記少なく
とも１つのＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存するものと仮定することを特徴とする請求項１
に記載の通信装置。
【請求項７】
　通信システムにおける通信を実行する装置であって、
　少なくとも１つの復調基準信号（ＤＭＲＳ）ポートを指示するＤＭＲＳ情報及び少なく
とも１つのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを指示する準共存情報を含
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む制御チャネル信号を送信し、前記ＤＭＲＳ情報と関連した前記少なくとも１つのＤＭＲ
Ｓポート及び前記準共存情報と関連した前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートに基づ
いて、前記制御チャネル信号により指示されたデータチャネル信号を送信するように構成
される送信回路と、
　前記送信回路の動作を制御するように構成される制御部とを含み、
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポート及び前記準共存情報
に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートは、ドップラーシフト、ドップラー
拡散、平均遅延、及び遅延拡散のうちの少なくとも１つの観点で準共存することを特徴と
する通信装置。
【請求項８】
　前記送信回路は、前記準共存情報の値に関連したＣＳＩ－ＲＳ情報を指示する無線リソ
ース制御（ＲＲＣ）シグナリングを取得するように構成されることを特徴とする請求項７
に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートは、ポート７乃至ポ
ート１４のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項７に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に
対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存することは、前記ＤＭＲＳ
情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートのラージスケール特性が前記準共存
情報に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートのラージスケール特性から導出
されることができることを意味し、
　前記ラージスケール特性は、ドップラーシフト、ドップラー拡散、平均遅延、及び遅延
拡散のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項７に記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記送信回路は、準共存タイプ情報を取得するように構成され、
　前記制御部は、前記準共存タイプ情報が第１のタイプである場合に、すべてのＣＲＳポ
ートとＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存するものと仮定することを特徴とする請求項７に記
載の通信装置。
【請求項１２】
　前記送信回路は、準共存タイプ情報を取得するように構成され、
　前記制御部は、前記準共存タイプ情報が第２のタイプである場合に、前記ＤＭＲＳ情報
に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に対応する前記少なく
とも１つのＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存するものと仮定することを特徴とする請求項７
に記載の通信装置。
【請求項１３】
　通信システムにおける通信を実行する方法であって、
　少なくとも１つの復調基準信号（ＤＭＲＳ）ポートを指示する復調基準信号（ＤＭＲＳ
）情報と少なくとも１つのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポートを指示する
準共存情報とを含む制御チャネル信号を取得するステップと、
　前記ＤＭＲＳ情報及び前記準共存情報に基づいて前記制御チャネル信号により指示され
たデータチャネル信号を取得するステップとを含み、
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポート及び前記準共存情報
に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートは、ドップラーシフト、ドップラー
拡散、平均遅延、及び遅延拡散の中の少なくとも１つの観点で準共存することを特徴とす
る通信方法。
【請求項１４】
　前記準共存情報の値に関連したＣＳＩ－ＲＳ情報を指示する無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングを取得するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１３に記載の通
信方法。
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【請求項１５】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートは、ポート７乃至ポ
ート１４のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１３に記載の通信方法。
【請求項１６】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に
対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存することは、前記ＤＭＲＳ
情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートのラージスケール特性が前記準共存
情報に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートのラージスケール特性から導出
されることができることを意味し、
　前記ラージスケール特性は、ドップラーシフト、ドップラー拡散、平均遅延、及び遅延
拡散のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１３に記載の通信方法。
【請求項１７】
　準共存タイプ情報を取得するステップと、
　前記準共存タイプ情報が第１のタイプである場合に、すべてのＣＲＳポートとＣＳＩ－
ＲＳポートとが準共存するものと仮定するステップとをさらに含むことを特徴とする請求
項１３に記載の通信方法。
【請求項１８】
　準共存タイプ情報を取得するステップと、
　前記準共存タイプ情報が第２のタイプである場合に、前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記
少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に対応する前記少なくとも１つのＣＳ
Ｉ－ＲＳポートとが準共存するものと仮定するステップとをさらに含むことを特徴とする
請求項１３に記載の通信方法。
【請求項１９】
　通信システムにおける通信を実行する方法であって、
　少なくとも１つの復調基準信号（ＤＭＲＳ）ポートを指示する復調基準信号（ＤＭＲＳ
）情報と少なくとも１つのチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）ポー　トを指示す
る準共存情報とを含む制御チャネル信号を送信するステップと、
　前記ＤＭＲＳ情報と関連した前記少なくとも１つのＤＭＲＳポート及び前記準共存情報
と関連した前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートに基づいて、前記制御チャネル信号
により指示されたデータチャネル信号を送信するステップとを含み、
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポート及び前記準共存情報
に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートは、ドップラーシフト、ドップラー
拡散、平均遅延、及び遅延拡散の中の少なくとも１つの観点で準共存することを特徴とす
る通信方法。
【請求項２０】
　前記準共存情報の値に関連したＣＳＩ－ＲＳ情報を指示する無線リソース制御（ＲＲＣ
）シグナリングを取得するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１９に記載の通
信方法。
【請求項２１】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートは、ポート７乃至ポ
ート１４のうちの少なくとも１つであることを特徴とする請求項１９に記載の通信方法。
【請求項２２】
　前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に
対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートとが準共存することは、前記ＤＭＲＳ
情報に対応する前記少なくとも１つのＤＭＲＳポートのラージスケール特性が前記準共存
情報に対応する前記少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳポートのラージスケール特性から導出
されることができることを意味し、
　前記ラージスケール特性は、ドップラーシフト、ドップラー拡散、平均遅延、及び遅延
拡散のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１９に記載の通信方法。
【請求項２３】
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　準共存タイプ情報を取得するステップと、
　前記準共存タイプ情報が第１のタイプである場合に、すべてのＣＲＳポートとＣＳＩ－
ＲＳポートとが準共存するものと仮定するステップとをさらに含むことを特徴とする請求
項１９に記載の通信方法。
【請求項２４】
　準共存タイプ情報を取得するステップと、
　前記準共存タイプ情報が第２のタイプである場合に、前記ＤＭＲＳ情報に対応する前記
少なくとも１つのＤＭＲＳポートと前記準共存情報に対応する前記少なくとも１つのＣＳ
Ｉ－ＲＳポートとが準共存するものと仮定するステップとをさらに含むことを特徴とする
請求項１９に記載の通信方法。
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